
（
安
政
七
年
）
正
月
六
日

近
世
大
名
制
の
も
と
で
、
平
日
も
数
人
ず
つ
交
代
で
江
戸
城
雁
之
間
に
詰
め
る
詰
日
の
勤
め
を
は
じ
め
と
し
、
各
種
儀
礼
へ
の
関
与

も
見
せ
て
い
た
詰
衆
は
、
幕
末
を
迎
え
る
ま
で
そ
の
半
役
職
的
性
格
を
帯
び
な
が
ら
勤
め
を
果
た
し
て
い
た
。
弘
化
・
嘉
永
期
の
詰
衆

の
実
態
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
松
尾
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り

(
1
)
、
そ
れ
に
よ
る
と
こ
れ
ま
で
筆
者
が
見
て
き
た
寛
政

期
の
勤
務
と
大
き
な
違
い
は
な
く

(
2
)
、
詰
日
の
勤
め
に
関
し
て
は
こ
の
期
間
も
ほ
ぽ
同
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
詰
衆
は
近
世
後

期
に
は
同
席
間
に
お
け
る
勤
務
の
取
り
決
め
を
定
め
た
い
わ
ゆ
る
「
申
合
帳
」
を
備
え
て
い
た

(
3
)
。
筆
者
に
て
確
認
で
き
た
申
合

帳
は
、
宝
暦
期
か
ら
万
延
期
の
も
の
ま
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
当
時
の
情
勢
に
応
じ
て
加
筆
・
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
ず
は
安
政
期
に

見
ら
れ
る
改
訂
過
程
の
一
端
を
紹
介
し
つ
つ
、
確
認
で
き
る
各
時
期
の
申
合
帳
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
詰

衆
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
江
戸
後
期
を
通
じ
て
の
詰
衆
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ー
以
回
章
ー
、
然
者
同
席
申
合
帳
之
義
、
追
々
取
調
も
仕
候
処
、
銘
々
担
少
々
宛
相
違
も
有
之
候
、
且
箇
條
前
後
の
処
も
相

は
じ
め
に

同
席
大
名
間
に
お
け
る

「
申
合
帳
」

の
変
遷
過
程

五
十
嵐
一
郎

ー
詰
衆
を
例
と
し
て
1
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そ
し
て
そ
の
各
々
が
持
っ
て
い
る
控
（
申
合
帳
）
に
少
し
ず
つ
異
な
る
部
分
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
は
詰
衆
同
士
で
定
め
た

も
の
が
、
年
月
を
経
て
加
筆
・
修
正
を
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
文
面
に
相
違
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
書
か

保
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

猶
以
能
登
守
在
邑
中
之
者
御
座
候
共
、
出
立
前
申
談
も
致
置
候
事
故
、
名
前
差
加
申
候
、
ー
以
上

(
4
)

本
史
料
は
当
時
詰
衆
で
あ
っ
た
牧
野
豊
前
守
（
誠
成
）

状
の
写
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
廻
状
の
差
出
は
こ
こ
か
ら
で
は
当
勤
之
衆
で
あ
っ
た
こ
と
し
か
断
定
で
き
ず
、

詰
日
之
衆
で
あ
っ
た
と
も
推
定
さ
れ
る
（

5
）
。
こ
こ
で
は
申
合
帳
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
申
合
帳
は
詰
衆
各
自
で

略
之

見
候
付
、
不
分
明
之
儀
も
御
座
候
付
、
此
度
取
調
箇
條
増
減
致
し
、
申
合
帳
壱
丹
相
回
申
候
、
御
一
覧
之
上
思
召
も
無
御
座
候

十
一
月
晦
日

松
平
織
部
正

板
倉
内
膳
正

土
井
能
登
守

ハ
ヽ
、
御
銘
々
様
早
々
御
順
達
ー
~
以
上

―
一
月
晦
日
当
日
に

の
日
記
で
あ
り
、
日
付
は
正
月
六

H
の
も
の
で
あ
る
が
、

―
一
月
晦

H
の
廻
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

（
安
政
七
年
正
月
六
日
）

求
め
て
い
る

（
な
お
、

れ
て
い
る
条
項
の
順
番
も
前
後
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
、
当
然
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
互
い
に
何
か
確
認
し
た
い
こ

と
、
も
し
く
は
申
合
帳
に
依
拠
し
た
行
動
を
と
る
際
な
ど
に
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
今
回
そ
れ
ら
を
調
査
し
、
条

項
の
順
番
や
条
文
数
を
整
え
る
こ
と
を
触
れ
回
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
調
整
の
取
り
組
み
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
行

わ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
詰
衆
と
し
て
の
勤
め
を
果
た
す
た
め
に
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
は
誰
が
所
持
し

て
い
た
申
合
帳
で
あ
る
か
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
ひ
と
ま
ず
は
詰
衆
内
に
て
回
覧
の
上
、
そ
れ
ら
を
写
し
取
る
こ
と
を

―
一
月
晦
日
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
が
年
明
け
に
な
っ
て
牧
野
の
も
と
に
届
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
参
勤
交

代
な
ど
の
理
由
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
）
。
こ
の
後
も
日
記
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

右
正
月
四
日
秋
元
但
馬
守
よ
り
到
来

板
倉
内
膳
正
殿
勤
掛
よ
り
廻
状
二
而
此
度
之
申
合
帳
改
二
付
内
膳
正
よ
り
先
達
而
相
回
被
申
候
然
ル
処
取
急
通
達
の
儀
二
も

候
間
、
何
卒
五
・
七
日
程
二
而
写
取
二
も
相
成
、
順
達
候
様
致
度
与
被
存
候
段
申
来

(
6
)

当
初
前
年
の
―
一
月
晦
日
に
差
し
出
さ
れ
た
廻
状
が
、
ひ
と
月
ほ
ど
経
過
し
て
牧
野
の
も
と
に
通
達
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
書
き
写

す
作
業
（
行
程
）
に
日
数
を
要
し
た
よ
う
に
も
伺
え
る
。
と
い
う
の
も
先
に
見
た
史
料
に
お
い
て
宛
名
こ
そ
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

傍
線
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
た
数
が
そ
の
ま
ま
宛
名
人
の
数
と
等
し
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
牧
野
を
も
含
め
て
六
名
い
た
こ
と
に
な

る
。
ま
た
差
出
人
で
あ
る
板
倉
内
膳
正
か
ら
は
、
五
＼
七
日
程
度
で
写
し
取
っ
て
次
の
者
へ
順
達
す
る
よ
う
に
希
望
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
牧
野
の
も
と
に
届
い
た
の
が
ひ
と
月
ほ
ど
日
数
が
か
か
っ
て
い
て
も
納
得
で
き
る
。
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（
中
略
）
詰
日
之
処
少
々
風
邪
二
付
播
磨
守
江
相
頼
、
自
分
急
助
相
心
得
候

さ
っ
そ
く
申
合
帳
を
比
較
検
討
し
て
い
き
た
い
が
、
拙
著
に
て
宝
暦
期
・
寛
政
期
の
詰
衆
に
つ
い
て
は
幾
分
か
そ
の
勤
務
内
容
を
明

ら
か
に
で
き
て
お
り

(
7
)
、
松
尾
氏
に
よ
る
研
究
で
天
保
・
文
政
・
弘
化
・
嘉
永
期
の
勤
務
に
お
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は

な
い
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る

(
8
)
。
申
合
帳
を
広
く
見
る
た
め
に
こ
う
し
た
長
い
期
間
に
お
い
て
勤
務
の
仕

方
に
変
化
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
必
要
は
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
天
保
・
文
政
期
に
お
け
る
詰
衆
の
行
動
に
つ
い
て
特
徴
的
に
見

【
史
料
―
―

急
助
心
得
日
之
処
、
風
邪
同
様
二
付
返
心
得
三
甚
太
郎
江
相
頼

(
9
)

【
史
料
二
】
（
天
保
八
年
）
七
月
十
八

H

七
月
廿
九
日

急
助
日
之
処
、
青
播
磨
守
江
返
心
得
相
頼
、
同
人
詰
日
江
為
返
詰
登

ま
ず
、
急
助
心
得
の
差
替
は
、
寛
政
期
で
は
同
組
の
相
詰
に
依
頼
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
と
き
に
は
詰
日
之
者
と
急
助

（
天
保
六
年
）
十
月
三
日

ら
れ
る
事
項
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

近
世
後
期
の
詰
衆
の
勤
務

城

(10)
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

（
天
保
七
年
）
四
月
廿
一
日

四
月
廿
四
日

田
沼
備
前
守
今
日
雁
之
間
被

仰
付
、
万
端
心
添
本
豊
前
守
心
添
永
飛
騨
守
、
自
分
被
相
頼
候
事

（
後
略
）
詰
日
二
付
登
城
、
相
詰
永
山
城
守
初
而
詰
日
二
付
横
麻
縮
着
用
被
致
登
城
候
事

七
月
十
日

（
中
略
） 同

席
家
督
被

仰
付
候
後
初
而
詰
日
二
出
候
節
、
万
端
心
添
之
者
詰
日
二
無
之
節
者
前
以
割
元
江
頼
遣
候
而
宜
哉

左
之
通
答
有
之

右
様
之
節
者
万
端
心
添
之
者
家
督
之
者
申
合
、
心
添
之
者
与
割
入
之
義
申
遣
候
事

右
二
付
今
昼
後
永
井
山
城
守
今
度
家
督
自
分
万
端
心
添
二
付
一
郎
左
衛
門
ヲ
以
申
遣
候

永
井
山
城
守
家
督
被

七
月
十
三
日

仰
付
候
二
付
被
致
登

城
、
右
之
担
自
分
被
相
頼
候

板
伊
予
守
方
江
永
井
一
郎
左
衛
門
差
出
左
之
義
問
合
候

心
得
日
を
交
換
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
そ
の
返
心
得
に
関
し
て
も
詰
日
に
設
定
し
て
お
り
、
詰
日
ー
急
助
心
得
日
の
差
替
を

ま
た
初
め
て
詰
日
を
勤
め
る
者
に
対
し
て
「
心
添
之
者
」
が
と
も
に
勤
め
る
様
子
が
伺
え
る
。

（
天
保
十
年
）
七
月
八
日

そ
の
ま
ま
返
詰
ー
返
心
得
と
し
て
両
者
間
で
執
り
行
っ
て
い
る
。

61 



城
、
相
詰
青
播
磨
守
之
処
、
為
差
替
本
豊
前
守
、
田
沼
備
前
守
、
初
而
詰
日
被
勤
候
、
退
出
九
時
前

(11)

天
保
七
年
の
記
録
か
ら
は
田
沼
備
前
守
が
雁
之
間
詰
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
万
端
心
添
を
本
多
豊
前
守
が
、
心
添
を
永
井
飛
騨

守
と
牧
野
が
担
う
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
三
日
後
に
田
沼
が
「
初
而
詰
日
」
を
勤
め
た
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
心
添
の

牧
野
が
相
詰
と
な
っ
て
い
る
（
差
替
と
し
て
本
多
豊
前
守
も
勤
め
て
は
い
る
が
、
こ
れ
が
万
端
心
添
に
よ
る
も
の
か
、
単
純
に
青
山
播

磨
守
と
の
差
替
で
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
の
判
断
は
で
き
な
い
）
。
ま
た
天
保
一

0
年
の
例
を
見
る
と
、
永
井
山
城

守
が
七
月
一

0
日
に
家
督
を
継
ぎ
、
三
日
後
の
一
三
日
に
「
初
而
詰
日
」
を
勤
め
る
に
あ
た
っ
て
心
添
の
者
が
相
詰
と
な
る
よ
う
に
取

以
上
が
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
宝
暦
・
寛
政
期
に
お
け
る
詰
衆
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
姿
で
あ
る
。

宝
暦
期
頃
の
申
合
帳

本
節
以
降
は
、
時
代
を
追
う
形
で
申
合
帳
を
取
り
上
げ
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
拙
著
で
扱
っ
て
き
た
詰
日
の
勤
め
を
中
心
と
し
た
条
項

に
焦
点
を
あ
て
て
分
析
を
試
み
た
い
。
ま
ず
は
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付

（
以
下
「
覚

付
」
と
略
）
（
12
）
。
成
立
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
条
文
を
拾
っ
て
い
く
と
、
享
保
期
か
ら
延
享
期
ま
で
の
事
例
を
あ
げ
て
条

文
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
宝
暦
期
以
前
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
冒
頭
は
詰
日
の
初
出
と
な
る
元
禄
一
四
年
六
月

二
三
日
に
発
せ
ら
れ
た
、
時
の
老
中
小
笠
原
佐
渡
守
か
ら
の
書
付
の
写
を
収
め
て
い
る
。
条
文
数
は
ニ
―

0
を
越
え
る
が
整
理
さ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
と
い
う
の
も
後
述
と
な
る
が
、
後
世
の
申
合
帳
は
「
詰
日
・
助
・
急
助
」
「
両
山
」
と
い
う
よ
う
に
あ
る
程
度

部
門
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
「
覚
付
」
に
関
し
て
は
そ
う
し
た
配
列
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
類
似
す
る
内
容
で
固

り
計
ら
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

詰
日
二
付
登

附
商
売
往
来
」
と
表
題
の
つ
い
た
史
料
で
あ
る
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

め
ら
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
感
は
あ
る
が
、
目
的
の
箇
所
に
素
早
く
た
ど
り
着
く
に
は
や
や
実
用
性
に
欠
け
て
い
る
。

ま
た
、
後
の
申
合
帳
の
項
目
に
な
ら
っ
て
条
文
を
分
類
し
て
み
る
と
、
そ
の
割
合
と
し
て
は
着
服
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
後
の

「
心
得
」
と
い
う
部
門
に
該
当
す
る
部
分
に
な
る
。
異
論
も
出
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
後
世
の
申
合
帳
の
ど
の
項
目
に
配
す

候
二
付
、
元
文
二
巳
四
月
十
四
日
被

頼
先
之
方
江
手
紙
二
而

家
督
以
後
初
詰
日
罷
出
候
節
、
為
届
御
用
番
江
ハ
不
参
候
、
当
時
届
入
申
候
」
、

詰
日
之
儀
自
今
三
人
以
上
可
罷
出
候
、
弐
人
者
罷
出
間
敷
之
旨
、
享
保
七
寅
年
大
目
付
衆
被
申
聞
候
、
当
時
ハ
ニ
人
迄
ハ
出
ル
」
、

詰
日
前
々
者
二
三
人
宛
致
出
仕
候
所
、
同
席
人
少
二
付
、
両
人
宛
致
出
仕
候
、
然
と
も
不
快
多
、
壱
人
二
相
成
候
義
度
々
有
之

仰
出
候
趣
左
之
通
（
後
略
）
」
、
「
一

殿
中
相
替
儀
無
之
有
之
義
申
遣
候
事
」
（
13
）
、
以
上
の
条
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
詰
日
を
勤

め
る
人
数
に
つ
い
て
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
享
保
七
年
に
は
三
人
以
上
で
勤
務
す
る
こ
と
を
定
め
た
が
、
元
文
二
年
に
は

「
同
席
人
少
」
の
状
態
か
ら
「
両
人
宛
」
の
出
仕
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
享
保
期
は
詰
衆
の
員
数
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
最
大
と
な
る

こ
と
か
ら
こ
う
し
た
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ

(14)
、
以
降
は
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
加
え
、
「
不
快
多
」
く
な
れ
ば
、
「
壱

人
」
詰
と
な
る
状
況
も
増
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詰
日
以
外
に
は
、
助
詰
に
関
す
る
条
文
も
五
箇
条
程
度
見
つ
け
る
こ
と
が
で

御
成
有
之
其
日
詰
日
二
相
当
リ
候
者
助
を
申
遣
也
（
後
略
）
」
（
15
）
と
そ
の
後
も

続
く
公
的
な
理
由
に
よ
る
詰
日
の
欠
勤
の
補
填
手
段
と
し
て
の
助
詰
と
い
う
位
置
づ
け
は
こ
の
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か

こ
の
「
覚
付
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
収
め
な
が
ら
、
こ
れ
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
も
確
認
で
き
た
。
『
水
野
家
文
書
』
内
の
「
申
合

〔
元
禄
ー
宝
暦
期
〕
」
（
16
）
（
以
下
「
申
合
（
水
野

I
)
」
と
略
）
に
は
二

0
条
が
加
え
ら
れ
、
全
体
と
し
て
は
「
覚
付
」
と
同
じ
内
容

る。 き
、
た
と
え
ば
「

御
門
番
相
勤
候
者
当
番
中

-, -, 

詰
日
に
関
す
る
条
項
を
抜
き
出
し
て
み
る
と
「

べ
き
か
迷
う
も
の
も
多
々
存
在
す
る
。

詰
日
差
替
二
而
登
城
之
節
、
致
退
出
候
而
早
速
本
詰
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江
登
城
致
候
（
後
略
）
（
17
）

の
も
の
と
合
わ
せ
一
五

0
条
近
く
に
な
る
。
そ
の
加
華
分
に
つ
い
て
宝
暦
六
年
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
期
以
降
に
成

立
し
た
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
も
「
覚
付
」
と
同
様
に
項
目
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
新
た
に
定

加
筆
さ
れ
て
い
る
条
文
を
見
て
い
く
と
一
条
目
か
ら
四
条
目
ま
で
は
廻
状
の
出
し
方
に
関
す
る
も
の
、
五
条
目
は
御
機
嫌
伺
、
六
条

目
に
惣
出
仕
時
の
着
服
規
定
、
七
条
目
御
成
、
八
条
目
詰
日
（
壱
人
詰
）
、
九
条
目
に
廻
状
の
規
定
が
あ
り
、
十
条
目
が
「
雷
之
事
」
、

一
三
条
目
饗
応
、

一
四
条
目
が
儀
礼
に
お
け
る
詰
日
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

は
追
加
分
の
一
四
条
目
で
あ
る
。
少
し
引
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

此
度
御
誕
生
之

御
七
夜
為
御
祝
儀
（
中
略
）
同
席
申
合
五
半
時
頃
登

略
）
酒
井
諧
岐
守
殿
詰
日
之
義
如
何
可
有
之
哉
与
被
申
候
故
、
大
目
付
神
尾
備
州
江
土
屋
能
登
守
殿
土
屋
能
登
守
殿
被
承
合

候
処
、
入
可
申
旨
被
申
候
故
、
酒
井
讃
岐
守
殿
・
拙
者

肥
州
被
申
候
者
、
御
老
中
方
若
年
寄
衆
方
西
丸
江
登

御
本
丸
江
致
登

城
被
致
候
、

間
敷
与
存
候
、
殊
二
今
朝
壱
人
茂
不
相
見
段
御
老
中
方
江
茂
申
遣
置
候
間
、
西
丸
江
早
々
登

宝
暦
六
年
七
月
、
後
の
将
軍
家
治
と
正
室
と
の
間
に
生
ま
れ
た
長
女
千
代
姫
（
の
ち
の
華
光
院
）
の
御
七
夜
の
お
祝
い
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
家
治
は
ま
だ
将
軍
職
に
就
い
て
い
な
い
た
め
西
丸
に
居
り
、
千
代
姫
の
祝
儀
関
係
も
西
丸
で
予
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
詰
衆
は
こ
の
日
の
詰
日
に
つ
い
て
ど
う
す
べ
き
か
を
大
目
付
の
神
尾
備
州
へ
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
「
入
可
申
旨
被
申
」

た
の
で
、
酒
井
讃
岐
守
ら
は
本
丸
へ
登
城
し
、
詰
日
の
勤
め
を
果
た
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
場
に
て
大
目
付
の
松
下
肥
州
に
も
尋

ね
て
み
る
と
「
御
老
中
方
・
若
年
寄
衆
方
西
丸
江
登

城
被
致
候
、
上
様
二
茂
西
丸
江
被
為
成
候
事
二
候
間
、
詰
日
入
申
間
敷
」
と
告

宝
暦
六
丙
子
七
月
廿
七
日
、

姫
君
様

―
-
、
一
―
一
条
目
老
中
御
礼
、

め
た
条
文
は
末
尾
へ
追
加
し
て
い
く
形
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

城
可
仕
旨
被
申
候
故
、
西
丸

上
様
二
茂
西
丸
江
被
為
成
候
事
二
候
間
、
詰
日
入
申

城
、
大
目
付
松
下
肥
州
江
又
候
承
合
候
之
処
、

城
、
（
中
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

次
に
見
て
い
く
の
は
「
古

の、

「古

一
八
条
目
は
後
の
両
山
に
か
か
わ
る
内
容
で
、

一
九
条
目
、
二

0
条
目
は
阿
蘭
陀
人
御
礼
関
連
の
も
の
と
な
る
。

そ
の
他
一
五
条
目
に
先
の
御
七
夜
祝
儀
に
関
す
る
も
の
が
続
き
、

一
六
条
目
に
予
参
勤
方
、

一
七
条
目
に
紅
葉
山
参
詣
に
伴
う
も

部
分
が
あ
る
。

り
、
老
中
・
若
年
寄
の
不
在
と
将
軍
の
不
在
と
な
っ
て
い
る
。

―
つ
目
の
老
中
・
若
年
寄
の
不
在
を
理
由
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

げ
ら
れ
、
老
中
と
若
年
寄
が
西
丸
へ
登
城
し
て
い
る
こ
と
、
将
軍
も
西
丸
へ
行
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
詰
日
を
勤
め
る
必
要
は
な

い
、
と
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
日
の
朝
の
時
点
で
「
詰
日
壱
人
茂
不
相
見
」
状
況
を
老
中
に
報
告
済
み
で
あ
る
か

ら
、
す
ぐ
に
西
丸
へ
登
城
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
丸
で
の
詰
日
を
勤
め
な
く
て
よ
い
理
由
が
二
つ
挙
げ
ら
れ
て
お

お
そ
ら
く
詰
日
の
勤
め
の
う
ち
の
―
つ
の
要
素
と
な
る
老
中
廻
り
が
老
中
不
在
の
た
め
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
将
軍

不
在
の
点
に
つ
い
て
は
松
尾
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
あ
く
ま
で
も
詰
衆
は
将
軍
の
近
く
で
勤
務
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

将
軍
の
行
く
先
々
に
向
か
う
こ
と
が
役
割
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る

(18)
。

あ
く
ま
で
も
指
摘
す
る
だ
け
に
留
め
た
い
が
、
当
時
の
詰
衆
の
日
記
か
ら
も
上
記
の
老
中
・
若
年
寄
の
不
在
を
詰
日
不
要
の
理
由
と

し
て
大
目
付
が
伝
達
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
先
の
土
屋
能
登
守
の
日
記
に
は
大
目
付
の
松
下
肥
州
と
大
井
勢
州
か
ら
の
回
答
と
し

て
「
今
日
詰
日
之
者
罷
出
候
事
二
而
者
無
之
、
年
寄
衆
之
方
も
其
心
得
二
而
御
座
鋪
廻
り
者
無
之
趣
二
御
座
候
」

(19)
と
し
、
将
軍

の
有
無
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
部
分
と
し
て
は
「
只
今
御
本
丸
御
留
守
二
而
年
寄
衆
二
も
西
丸
江
皆
出
仕
」

(20)
と
述
べ
て
い
る

同
席
申
合
帳
」
と
宝
暦
期
申
合
帳
の
比
較

同
席
申
合
帳
」
（
以
下
「
古
」
と
略
）

で
あ
る

(21)
。
こ
こ
で
は
表
紙
に
こ
そ
「
天
保
九
戌
年
三
月
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表1 「古 同席申合帳」における「雁之間被仰付覚付」、「申合〔元禄～宝暦期〕」からの継続掲載条

文数

部門（（ ）内数値は「古 同席申合帳」の条文数） 「雁之間被仰付覚付」 「申合〔冗禄～宝暦期〕」

一詰日申合 (18) ， ， 
二助先 (8) 4 (3) 4 (3) 

三廻状申合 (16) 6 (1) 9 (1) 

四・五 病気差合井疱癒麻疾水痘病人之節遠慮之事 (17) 6 (5) 6 (5) 

六 （紅葉山）予参申合 (14) 5 (3) 5 (3) 

七両山供奉予参 (13) 0 (2) 2 (3) 

八伺御機嫌 (35) 12 (2) 16 (2) 

九 御門番・火之番相勤候節申合 (18) 10 (2) 10 (2) 

十 徳川熊五郎殿冗服之例 (1) 1 1 

十一供廻リ之儀二付被仰出 (1) 1 1 

十二 出火之節申合 (20) 2 (1) 2 (2) 

十三地震 (2) 1 1 

十四雷 (1)

゜
0 (1) 

十五御座席奉行 (6) 3 3 

十六雑之部 (7)

゜ ゜（ ）内は一部改訂して掲載している条文の数

「古 同席申合扱」（「牧野家幕府役職詰席等関係資料」 江戸東京博物館蔵）、「雁之間被仰付覚付」（東北大学狩野
文庫蔵 紀伊国屋マイクロフィルム版）、「申合〔元禄～宝暦期〕」（「水野家文書J首都大学東京図書館蔵）によ
り作成

な
っ
て
い
た
。
内
訳
を
見
て
み
る
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る

（
な
お
、

そ
全
体
の
半
数
近
く
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上
が
踏
襲
さ
れ
た
形
に

七
五
条
、
「
申
合
（
水
野
I
)
」
と
は
八
六
条
が
確
認
で
き
た
。
お
よ

「
古
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
条
文
中
、
「
覚
付
」
と
同
じ
条
文
は

自
体
は
天
明
七
年
以
前
に
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

六
月
相
極
ル
」

(22)
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
文

箇
所
に
お
い
て
「
詰
日
よ
り
御
目
見
二
両
人
罷
出
候
、
天
明
七
未
年

ま
た
、
「
古
」

の
後
の
時
代
に
な
っ
て
追
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

構
成
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
よ
り
す
ぐ
後
の
成
立
と
思
わ
れ
る
申
合

松
平
図
書
頭
借
写

条
項
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
「
覚
付
」
成
立

し
、
後
の
時
代
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
部
門
別
に
条
文
が
配
列
さ
れ
た

帳
で
も
部
門
別
に
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
点
に

つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
後
に
な
っ
て
見
出
し
が
つ
け
ら
れ
た
も
の

以
後
、
か
つ
明
和
年
間
以
前
に
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

ら
れ
る
こ
と
と
、
天
明
八
年
―
一
月
以
降
に
始
ま
る
急
助
に
関
す
る

の
「
覚
付
」
（
及
び
「
申
合
（
水
野
I
)
」）

か
ら
の
転
載
が
多
く
見

牧
野
山
城
守
」
と
あ
る
が
、
内
容
を
見
る
と
先
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

続
い
て
は
「

さ
れ
る
。

の
が
い
く
つ
か
目
立
つ
。
例
え
ば
「

が
な
い
印
象
も
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
古
」
に
お
け
る
部
門
別
に
分
け
て
考
え
る
）
。

で
は
さ
っ
そ
く
「
覚
付
」
（
以
下
本
節
で
は
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
「
申
合
（
水
野
I
)
」
も
含
ん
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
）
と

の
比
較
を
し
て
い
き
た
い
。
「
覚
付
」
の
前
書
部
分
に
あ
た
る
詰
日
起
源
を
示
し
て
い
る
一
文
は
「
古
」
に
お
け
る
「
詰
日
申
合
」
部

九
条
目
の
「
先
例
」
と
さ
れ
た
箇
所
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
覚
付
」
同
様
に
そ
れ
単
独
で
は
条
目
と
な
ら
ず
、
「
古
」
に
お
い
て
は
ほ

か
の
条
文
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
、
「
先
例
」
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
先
例
」
を
含
む
「
古
」
九
条
目
は
「
覚

概
算
で
「
覚
付
」
が
一
四

0
条
余
、
「
申
合
（
水
野
I
)
」
が
一
六
0
条
余
に
対
し
、
「
古
」
は
一
六
六
条
と
な
る
。
先
に
見
た
よ
う

に
「
覚
付
」
に
二

0
条
ほ
ど
加
筆
さ
れ
た
の
が
「
申
合
（
水
野
I
)
」
で
あ
る
か
ら
、
「
古
」
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
加
筆
さ
れ
た
こ
と

そ
れ
で
は
各
条
文
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
詰
日
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
が
、
「
古
」
に
残
る
一
八
条
の
う
ち
、
半
数
の
九
条

が
「
覚
付
」
か
ら
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
て
い
る
。
「
古
」
に
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
条
文
に
つ
い
て
見
る
と
差
替
関
係
の
も

詰
日
差
替
、
出
仕
無
之
候
得
者
、
其
段
廻
状
二
銘
々
申
遣
候
」

(23)
と
、
詰
日
の
差
替
を

し
て
出
仕
し
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
差
し
替
え
た
旨
を
各
人
へ
廻
状
に
し
て
伝
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
傍
筆
が
あ
り
「
当
時
廻
状
不
差
出
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
天
保
期
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
は
寛

政
期
の
日
記
に
も
こ
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

(24)
、
「
古
」
は
寛
政
期
以
前
の
取
り
決
め
だ
っ
た
と
推
定

詰
日
差
替
二
而
不
致
出
仕
候
節
、
相
詰
之
方
江
手
紙
二
而
明
日
拙
者
詰
日
之
処
、
差
替
或
者
返
詰
誰
殿
被
致
出
仕

候
与
申
義
申
遣
候
事
」
（

25
）
と
い
う
条
文
で
あ
る
。
詰
日
を
差
替
る
場
合
、
相
詰
へ
手
紙
で
そ
の
旨
を
伝
え
、
代
わ
り
に
誰
が
「
差

付
」
に
お
け
る
六
四
条
目
と
同
文
で
あ
る
。
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番
井
屋
敷
前
通
御
二
付
在
宿
之
衆

之
事
」
の
一
条
目
に
あ
る
の
で
合
わ
せ
て
見
て
お
き
た
い
。
「

る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
条
文
と
し
て
は
「

替
」
も
し
く
は
「
返
詰
」
と
し
て
出
仕
す
る
か
を
伝
え
る
こ
と
を
定
め
る
。
同
様
の
も
の
と
し
て
「
一

御
成
有
之
節
、
御
門
番
・
火
之

時
ハ
、
相
組
江
断
申
遣
候
、
御
人
不
足
候
ヘ
ハ
助
順
江
申
遣
候
、
順
之
衆
不
快
二
候
得
ハ
、
其
先
方
合
又
次
之
順
江
段
々
申
遣

候」

(26)
な
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
差
替
に
関
す
る
記
述
で
は
な
く
、
不
快
で
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
相
詰

ヘ
断
を
し
、
そ
の
上
で
人
数
が
不
足
と
な
れ
ば
助
詰
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
助
先
も
ま
た
不
快
で
あ
れ
ば
順
繰
り
に

助
詰
を
求
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
差
替
↓
助
詰
で
は
な
く
、
差
替
；
私
的
理
由
、
助
詰
二
不
快
と
い
う
分
け
方
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

詰
日
両
人
迄
ハ
助
不
入
、
壱
人
之
時
者
助
順
江
申
遣
候
事
」

(27)
な
る
も
の
が
あ
り
、

三
人
詰
以
上
の
時
に
欠
員
が
出
る
場
合
で
、
二
名
以
上
が
詰
日
と
し
て
勤
め
る
な
ら
ば
公
的
補
填
手
段
で
の
助
詰
の
必
要
が
な
い
こ
と

を
示
し
、
壱
人
詰
と
な
る
場
合
に
助
詰
を
求
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
条
文
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
が
次
の
「
助
先

惣
而
詰
日
両
人
迄
ハ
助
詰
入
不
申
候
、
万
一
壱
人
二
罷
成
候
得
者
、

助
詰
入
申
候
、
万
一
助
之
衆
間
二
合
兼
申
候
へ
者
、
大
目
付
衆
江
断
申
達
候
」
（
28
）
。
条
文
の
前
半
は
直
前
に
見
た
「
詰
日
申
合
」
の

条
文
と
同
内
容
と
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
で
新
た
に
出
て
く
る
の
は
後
半
部
分
で
助
詰
に
よ
る
補
充
が
間
に
合
わ
ず
壱
人
詰
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
は
大
目
付
へ
そ
の
旨
を
伝
え
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

こ
の
条
文
が
あ
る
こ
と
と
「
古
」
全
体
を
通
し
て
急
助
に
関
す
る
一
文
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、
本
申
合
帳
は
天
明
八
年
以
前

に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
を
支
え
る
も
の
と
し
て
「
助
先
之
事
」
部
に
は
「
覚
付
」
に
記

載
さ
れ
て
い
る
助
詰
に
関
係
す
る
条
文
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
「
古
」
に
お
い
て
お
そ
ら
く
書
き
写
さ
れ
た
当

時
の
判
断
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
「
当
時
不
用
」
と
の
傍
筆
が
あ
り
、
そ
の
条
文
と
し
て
「
一

御
成
之
義
被
致
承
知
候
儀
、
早
速
助
先
江
為
心
得
其
定
趣
可
申
遣
候
事
」

(29)
と
あ
る
。
「
覚

付
」
に
お
い
て
も
「
早
速
助
先
江
為
心
得
其
旨
可
申
遣
置
候
事
」
（
30
）
と
い
う
部
分
に
お
い
て
若
干
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、

詰
日
不
快
二
而
出
仕
不
申
候
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

(
1
0
六
条
目
）

条
文
の
主
旨
は
同
じ
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
の
条
文
も
大
き
な
差
異
は
認
め
ら
れ
ず
、
お
お
よ
そ
「
覚
付
」
か
ら
「
古
」
間

に
お
い
て
助
詰
に
関
し
て
は
条
文
を
改
訂
す
る
だ
け
の
事
態
は
起
こ
ら
ず
に
運
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
「
古
」
に
お
け
る
後
世
の
追
筆
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
二
六
条
目
に
「
一

銘
々
留
守
居
江
格
手
紙
を
以
為
知
可
申
遣
候
事
」
に
対
し
て
「
助
詰
勤
候
後
者
、
当
時
助
彿
直
廻
状
差
出
候
事
」
と
あ
る

(31)
。
こ

れ
は
つ
ま
り
「
覚
付
」
及
び
「
古
」
成
立
期
と
考
え
ら
れ
る
元
禄
＼
明
和
期
で
は
助
詰
を
勤
め
た
後
は
留
守
居
が
詰
日
之
衆
の
留
守
居

同
士
で
「
格
手
紙
」
に
よ
っ
て
助
先
が
次
順
へ
移
っ
た
こ
と
を
周
知
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「
古
」
を
借
写
し
た
天
保
期
で
は
こ

れ
が
「
助
彿
廻
状
」
と
い
う
廻
状
形
式
に
よ
る
周
知
方
法
へ
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る

と
の
名
称
は
な
い
も
の
の
廻
状
形
式
で
助
順
が
流
れ
た
こ
と
を
周
知
さ
せ
て
い
る
）
。
た
だ
し
、
但
書
で
「
詰
側
二
寄
直
廻
状
二
而
為

知
申
遣
候
事
」

(32
）
と
あ
り
、
「
直
廻
状
」
と
「
格
手
紙
」
併
用
に
よ
る
周
知
方
法
か
ら
「
助
彿
廻
状
」
形
式
一
本
に
統
一
し
た
と
い

廻
状
に
関
す
る
条
文
が
出
た
の
で
、
以
下
で
は
「
覚
付
」
と
「
古
」
間
に
お
け
る
通
達
事
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
「
古
」
で
は

「
廻
状
申
合
」
と
い
う
部
門
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
条
文
は
一
六
箇
条
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
「
覚
付
」
中
の

文
言
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
は
六
箇
条
、
「
申
合
（
水
野
I
)
」
と
は
こ
れ
に
三
箇
条
分
増
え
て
九
箇
条
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず

は
こ
の
条
文
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
掲
載
し
て
い
る
も
の
を
紹
介
し
た
い
。
こ
こ
で
は
主
と
し
て
「
覚
付
」
の
文
言
を
示
し

(33)
、

異
な
る
細
か
な
点
に
つ
い
て
は
「
古
」
か
ら
も
引
用
す
る
。

惣
而
軽
義
二
而
茂
被

仰
出
候
御
書
付
之
類
ハ
直
廻
状
差
出
、
年
寄
衆
合
自
分
江
付
ル
義
ハ
留
守
居
よ
り
以
奉
札
可
申
遣
事

在
邑
之
衆
中
江
触
候
事
ハ
其
御
書
付
之
旨
趣
に
よ
り
候
間
、
於
殿
中
当
日
相
詰
之
衆
迄
遂
相
談
、
留
守
居
よ
り
為
知
可
申
遣

う
ほ
う
が
適
当
と
す
る
見
方
も
可
能
で
あ
る
。

（
寛
政
期
に
も
す
で
に
「
助
彿
廻
状
」

介
相
勤
候
ハ
＼
詰
日
之
衆
江
留
守
居
な
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儀
ハ
、
同
席
中
江
以
廻
状
申
遣
候
事
、
但

文
が
あ
る
が
、
「
古
」
で
は
こ
れ
に
近
い
も
の
と
し
て
「

詰
日
之
節
大
目
付
衆
合
書
付
被
相
渡
候
節
、
又
ハ
ロ
上
に
て
被
申
聞
候

書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
覚
付
」
に
て
「

上
記
に
お
い
て
「
古
」
で
は
「
尤
、
詰
日
・
助
断
二
而
月
次
斗
出
仕
被
致
候
衆
江
格
手
紙
に
て
可
申
遣
候
」

(35)
と
い
う
内
容
が

惣
而
大
目
付
中
口
達
ハ
少
々
之
事
二
而
も
廻
状
二
而
相
達
」

(36)
と
短
い
条

御
礼
有
之
御
沙
汰
承
候
者
、
廻
状
ヲ
以
可
申
遣
候
事
」

(37)
と
い
う
も
の
が
認
め
ら
れ

遣
、
御
暇
後
之
衆
江
ハ
従
留
守
居
為
知
可
申
遣
候
事

(34)

前
髪
有
之
候
而
も
月
次
登

以
上
が
「
覚
付
」
と
「
古
」
間
で
同
一
と
み
ら
れ
る
条
文
で
あ
る
。

但 御
目
付
達
之
儀
又
ハ
大
目
付
二
而
も
被
仰
出
二
而
無
之
事
ハ
従
留
守
居
廻
状
差
出
候
事

詰
日
之
節
大
目
付
中
口
達
二
而
来
ル
幾
日
老
中
方
之
内
誰
殿
対
客
有
之
候
与
申
儀
承
候
ヘ
ハ
、
退
出
後
早
速
留
守
居
よ
り
用

（
マ
マ
）
廻
状
二
而
差
出
候
之
事
(
―
ニ
―
条
目
）

大
目
付
中
よ
り
被
達
候
儀
、
惣
而
被

衆
江
ハ
留
守
居
合
申
遣
候
、
勿
論
在
邑
之
衆
江
も
留
守
居
よ
り
申
遣
ス
（
―
二
四
条
目
）

年
寄
衆
病
気
二
而
見
廻
断
之
類
也
、
附
リ
詰
側
に
よ
り
直
廻
状
二
而
申
遣
候
事

次
に
や
や
改
変
が
見
ら
れ
る
条
文
を
示
し
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

連
名
二
而
廻
状
出
シ
候
節
、
詰
日
被
致
候
衆
中
江
斗
廻
状
差
出
、
幼
年
之
衆
江
ハ
留
守
居
よ
り
向
方
留
守
居
迄
為
知
申
遣
、

城
被
致
候
衆
者
格
手
紙
二
而
可
申
遣
候
、
且
又
病
気
た
り
と
も
在
勤
之
衆
江
者
格
手
紙
二
而
申

日一
.
1
,
 
候
事
（
―
-
五
条
目
）

差
急
候
触
事
在
邑
・
幼
年
之
衆
江
申
遣
候
棚
後
、
従
留
守
居
銘
々
留
守
居
江
格
手
紙
を
以
為
知
可
申
遣
候
事

不
差
急
之
儀
ハ
廻
状
二
而
留
守
居
よ
り
為
知
可
申
遣
候
事
(
-
―
六
条
目
）

仰
出
候
之
義
ハ
直
廻
状
二
而
申
遣
候
、
尤
向
寄
分
い
た
し
出
候
幼
年
之
衆
・
長
病
之

70 



同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

四
「
古
」
で
は
こ
の
条
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

候」

(38)
と
あ
り
、
さ
ら
に
「

る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
「
古
」
か
ら
新
し
く
追
加
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
「
一

た
し
候
、

の
書
付
や
口
達
へ
の
扱
い
に
つ
い
て
事
細
か
に
決
ま
り
を
設
け
て
い
た
姿
が
見
て
取
れ
る
。

惣
而
大
目
付
被
申
聞
候
事
、
書
付
被

渡
候
事
、
惣
而
其
日
之
事
ハ
詰
日
二
而
取
扱
申
候
事
、
廻
状
ハ
不
残
出
申
候
、
御
成
二
而
承
知
之
事
二
而
茂
書
付
有
之
事
ハ
廻
状
二
い

口
達
一
通
リ
ニ
而
何
茂
聞
済
候
事
ハ
申
合
次
第
二
而
廻
状
不
申
候
、
夫
も
在
所
之
衆
江
も
不
申
遣
候
事
ハ
早
々
二
有
之

詰
日
之
節
大
目
付
中
な
被
渡
候
御
書
付
、
或
者
口
達
之
儀
同
席
在
府
方
江
廻
状
差
出
候
節
、
相

詰
方
江
廻
状
之
写
、
手
紙
二
而
差
遣
候
、
尤
如
此
廻
状
差
出
候
と
申
俄
申
遣
候
事
」
（
39
）
と
い
う
条
文
も
確
認
で
き
、
大
目
付
か
ら

そ
の
ほ
か
で
は
「
日
光
御
門
主
御
饗
応
を
詰
日
合
廻
状
二
而
相
達
」

(40)
と
あ
る
条
文
も
「
古
」
に
な
る
と
「
日
光
御
門
跡
・
増

上
寺
方
丈
御
饗
応
之
義
ハ
詰
日
よ
り
廻
状
」

(41)
と
一
部
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
儀
礼
関
連
の
通
達
事
で
い
え
ば
「
覚
付
」
で
「
一

三
節
旬
時
服
献
上
之
義
近
年
者
大
目
付
合
達
有
之
候
得
者
廻
状
差
出
、
達
無
之
候
ハ
＼
不
及
廻
状
」

(42)
と
記
さ
れ
る
一
方
で
、

明
和
・
天
明
・
寛
政
期
の
申
合
帳

本
節
で
は
「
古
」
以
降
の
申
合
帳
を
扱
う
が
、
こ
の
間
に
は
短
い
期
間
で
手
直
し
さ
れ
る
事
象
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
最
初
に
見
る
の
は
明
和
九
年
の
申
合
帳
で
あ
る

(43)
。
前
書
を
見
る
と
「
勤
方
諸
事
是
迄
申
合
有
之
中
、
心
得
区
々
二
而
一

向
無
之
趣
茂
有
之
難
決
候
付
、
此
節
参
勤
御
礼
相
済
候
共
御
暇
未
被
仰
出
、
同
席
中
大
勢
有
合
候
二
付
、
向
後
区
々
二
無
之
様
猶
又
宝

暦
十
一
年
辛
巳
年
七
月
申
合
相
極
候
、
左
之
通
」
と
あ
る
。
先
に
も
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
詰
衆
は
参
勤
交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
っ
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
勤
め
を
果
た
し
て
お
り
、
最
も
多
く
の
詰
衆
が
在
府
す
る
の
は
、

―
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
参
勤
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以
下
で
は
「
申
合
書
付
」
と
「
明
和
九
覚
」
を
先
に
扱
う
。
両
史
料
と
も
ほ
ぽ
同
じ
内
容
で
、
条
文
数
は
「
申
合
書
付
」
が
二
七
箇

条
、
「
明
和
九
覚
」
は
二
九
箇
条
と
な
っ
て
い
る
。
直
前
に
見
た
「
古
」
よ
り
も
条
文
数
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
は
、
儀

礼
に
お
け
る
着
服
規
定
な
ど
が
特
化
し
て
、
申
合
帳
と
は
別
に
「
年
中
行
事
」
等
と
表
し
た
帳
面
に
移
行
し
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
帳
面
の
成
立
時
期
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
条
文

数
だ
け
を
み
る
と
「
明
和
九
覚
」
の
ほ
う
が
後
の
成
立
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「
申
合
書
付
」
に
加
筆
さ
れ
た
条
文
に
は
安
永
四
年
の

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
「
明
和
九
覚
」
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
条
文
の
ひ
と
つ
に
但
書
が
追
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち

ら
の
方
が
後
に
な
っ
て
で
き
た
も
の
と
仮
定
し
た
い
。
二
箇
条
分
少
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
つ
に
は
条
文
が
そ
の
ま
ま
削
除
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
も
う
ひ
と
つ
に
は
明
和
九
覚
で
は
二
箇
条
に
分
け
て
記
載
し
て
い
る
も
の
が
「
申
合
書
付
」
で
は
一
っ
の

条
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、
両
史
料
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て

少
し
見
て
い
き
た
い
。
元
々
は
先
に
見
た
「
宝
暦
十
一
年
」
と
い
う
の
が
―
つ
の
指
標
と
な
る
が
、
「
明
和
九
覚
」
二
九
条
目
、
「
申
合

る

(48)
。

留
」
（
以
下
「
留
」
と
略
）
（
47
）
、
さ
ら
に
は
「
寛
政
元
酉
年
雁
之
間
詰
申
合
覚

た
も
の

(45)
、
三
つ
目
が
「
天
明
八
申
六
月

書
を
引
用
し
た
「
明
和
九
年
壬
辰
九
月
十
五
日

が
行
わ
れ
、
か
つ
ど
の
詰
衆
に
対
し
て
も
御
暇
が
ま
だ
出
て
い
な
い
わ
ず
か
な
期
間
し
か
な
く
、
そ
の
絶
好
の
機
会
を
利
用
し
て
同
席

こ
の
あ
と
比
較
検
討
す
る
こ
の
時
期
の
申
合
帳
も
「
覚
付
」
と
「
申
合
（
水
野
I
)
」
の
関
係
に
近
い
状
態
で
残
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
、

い
く
つ
か
連
続
し
て
存
在
す
る
。
ひ
と
つ
は
「
申
合
書
付
」

(44)
な
る
表
題
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
、
二
つ
目
は
先
に
前

中
で
合
議
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

従
秋
元
摂
津
守
到
来
申
合
之
覚
」
（
以
下
「
明
和
九
覚
」
と
略
）
と
表
紙
に
書
か
れ

雁
之
間
詰
申
合
控
」
（
以
下
「
天
明
八
控
」
と
略
）
（
46
）
、
そ
し
て
「
雁
之
間
被
仰
合

八
月
」
（
以
下
「
寛
政
元
覚
」
と
略
）

で
あ
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

書
付
」
二
六
条
目
に
は
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
（
前
略
）
右
書
面
之
趣
者
宝
暦
十
一
年
巳
年
申
合
候
上
相
極
候
儀
二
候
得
共
、
尚
又

ケ
条
之
内
当
時
申
合
候
趣
有
之
付
、
認
直
候
而
致
廻
達
候
、
御
承
知
被
置
候
様
存
候

―
一
年
か
ら
は
六
年
ほ
ど
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
改
訂
の
必
要
が
生
じ
る
条
文
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
続
け
て

表
題
の
ひ
と
つ
と
も
な
る
明
和
九
年
時
点
で
の
改
訂
理
由
が
示
さ
れ
る
。
「
近
頃
申
合
区
々
二
相
成
、
右
戌
年
申
合
之
書
付
之
内
二
有

之
事
共
を
間
違
候
儀
有
之
候
儀
有
之
候
付
、
此
度
申
合
之
上
猶
又
洩
候
儀
書
加
朱
星
付
相
廻
申
候
間
、
以
後
者
相
知
兼
候
者
、
右
書
付

御
覧
被
成
、
其
上
相
知
兼
候
儀
者
古
キ
衆
江
御
尋
可
被
成
候
以
上
、
明
和
九
壬
辰
年
」
（
50
）
。
先
に
見
た
明
和
三
年
か
ら
さ
ら
に
六
年

が
経
過
し
、
互
い
の
理
解
に
相
違
が
あ
り
、
洩
れ
も
あ
っ
た
の
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
と
き
書
き
加
え
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
の
は
一
―
箇
条
、
全
体
の
約
一
二
分
の
一
が
改
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
上
で
今
回
改
め
た
申
合
帳
を
以
て
し
て

も
わ
か
ら
な
い
事
態
と
な
れ
ば
「
古
キ
衆
江
御
尋
可
被
成
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
は
古
参
の
詰
衆
に
聞
く
べ
し
と
い
う
ま
と
め
方
で

そ
の
後
「
天
明
八
控
」
及
び
「
留
」
が
作
成
さ
れ
る
。
以
下
、
「
留
」
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
本
申
合
は
表
紙
に
天
明
八
年
と
記
載

が
あ
る
。
中
身
を
見
る
と
、
当
初
は
同
年
六
月
に
申
合
帳
を
改
め
た
と
あ
り
（
お
そ
ら
く
は
こ
れ
が
「
天
明
八
控
」
に
あ
た
る
）
、
「
留
」

「
留
」
は
全
五
八
条
か
ら
な
り
、
天
明
八
年
に
急
助
詰
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
改
訂
と
見
ら
れ
、
こ
の
申
合
帳
に
お
い
て
も
部
門

別
に
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
条
文
の
か
た
ま
り
と
し
て
ま
と
め
て
項
目
を
揃
え
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
の
成
立
の
背

景
に
つ
い
て
は
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
同
席
申
合
帳
面
安
永
六
丁
酉
六
月
相
定
候
得
者
、
参
勤
交
代
二
而
隔
年
二
申
合
茂
区
々

二
相
成
候
付
、
当
春
中
伺
之
上
御
差
図
等
二
而
追
々
申
談
之
筋
茂
有
之
、
入
組
難
見
分
二
付
、
六
月
中
相
礼
帳
面
相
極
候
、
然
処
其
後

伺
相
済
候
儀
其
外
申
合
事
共
有
之
二
付
、
猶
又
此
度
申
談
、
右
之
通
二
相
極
候
也
」

(51)
と
あ
り
、
安
永
六
年
に
「
留
」
の
基
本
と

は
そ
こ
か
ら
約
半
年
が
経
過
し
た
同
年
―
一
月
の
も
の
で
あ
る
。

あ
る
。

明
和
三
丙
戌
年
」

(49)
。
前
書
に
あ
っ
た
宝
暦

73 



な
る
申
合
帳
が
定
め
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
詰
衆
内
の
参
勤
交
代
の
在
府
期
間
の
ず
れ
か
ら
徐
々
に
そ
の
内
容
も
区
々
に
な
っ

た
た
め
、
そ
れ
か
ら
一

0
年
経
っ
た
天
明
八
年
六
月
に
改
訂
し
た
。
さ
ら
に
は
半
年
を
過
ぎ
た
一
―
月
の
改
正
理
由
を
前
書
部
分
に
示

し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
以
廻
状
致
啓
上
候
、
然
者
当
六
月
中
同
席
申
合
帳
面
相
改
申
候
、
然
処
其
後
伺
等
相
済
其
外
申
合
候
事
共
茂

有
之
候
間
、
猶
又
此
度
申
談
相
極
候
帳
面
壱
丹
相
廻
申
候
、
御
順
達
留
リ
之
従
御
方
御
返
却
可
被
下
候
、
以
上

（
同
年
―
一
月
）
と
た
び
た
び
改
正
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

十
一
月
十
九
日

井
修
理
大
夫
」

(52
）
と
あ
り
、
安
永
六
年
の
後
に
天
明
八
年
六
月
、
さ
ら
に
同
年
―
一
月
と
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
再
び
内
容
面
を
改
め
る
必
要
か
ら
こ
の
た
び
の
帳
面
に
な
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
こ
の
「
留
」
の
末
尾

に
は
寛
政
元
年
の
事
例
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
順
次
こ
う
し
て
追
記
さ
れ
な
が
ら
各
人
の
持
つ
申
合
帳
が
区
々
の
状
態
に

以
上
の
こ
と
か
ら
「
明
和
九
覚
」
↓
「
申
合
書
付
」
（
安
永
四
年
追
加
）
↓
安
永
六
年
↓
「
天
明
八
控
」
（
天
明
八
年
六
月
）
↓
「
留
」

以
下
で
は
「
申
合
書
付
」
・
「
明
和
九
覚
」
と
「
天
明
八
控
」
・
「
留
」
と
を
比
較
し
て
い
き
た
い
。
先
に
見
た
と
お
り
、
「
申
合
書
付
」

と
「
明
和
九
覚
」
、
「
天
明
八
控
」
と
「
留
」
は
各
々
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
た
め
、
「
申
合
書
付
」
と
「
留
」
を
ベ
ー
ス
と
す
る
。
「
留
」

は
急
助
詰
条
項
が
入
っ
て
く
る
た
め
、
明
ら
か
に
そ
れ
ま
で
と
詰
日
・
助
詰
の
勤
め
の
部
分
で
こ
れ
以
前
と
比
較
し
て
条
文
数
が
増
え

て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
部
門
で
も
「
申
合
書
付
」
を
継
承
し
て
い
る
条
文
も
み
ら
れ
、
そ
の
数
は
一
六
箇
条
余
と
な
る
。

御
番
所
相
勤
候
節
非
番
二
候
共
上
野
・
増
上
寺
江
参
詣
之
節
豫
参
行
列
不
罷
出
、
為
御
目
見
致
出
仕
候
、
且
又
紅
葉
山
御
参

詣
二
而
豫
参
行
列
罷
出
候
、
御
成
之
節
者
詰
日
茂
相
勤
候
事

但
三
御
番
所
・
外
櫻
田
御
番
所
之
外
者
、
非
番
二
候
得
者
豫
参
・
行
列
罷
出
候
事

(53)

こ
れ
は
「
申
合
書
付
」
の
一
条
目
で
あ
る
。
ま
た
但
書
部
分
は
「
申
合
書
付
」
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、
「
明
和
九
覚
」
に
は
記
載

な
っ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

酒
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

但
両
人
詰
之
節
者
助
先
江
可
申
遣
事

(57)

勤
、
行
列
二
者
不
罷
出
、
井
遠

御
成
之
節
詰
日
茂
不
相
勤
致
在
宿
、
且
西
丸
遠
御
成
之
節
茂
同
様
相
心
得
致
在
宿
候
事

御
参
詣
之
節
御
目
見
二
も
不
罷
出
、
致
在
宿
、
紅
葉
山
御
参
詣
之
節
者
是
迄
之
通
豫
参
相

参
詣
之
節
者
、
豫
参
相
勤
、
行
列
二
者
不
罷
出
、
為

御
成
之
節
者
、
詰
日
茂
相
勤
候
事

(56)

が
な
い
。
こ
れ
が
「
留
」
に
な
る
と
や
や
長
文
と
な
り
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

紅
葉
山
、
上
野
・
増
上
寺
江
大
紋
行
列
二
而
御
参
詣
之
節
、
御
人
少
二
相
成
候
義
有
之
候
間
、
已
後
紅
葉
山

者
三
大
手
御
門
番
当
番
、
大
手
・
櫻
田
組
火
之
番
者
格
別
、
其
外
御
門
番
者
、
当
番
・
非
番
共
豫
参
・
行
列
罷
出
、
三
御
番

所
相
勤
候
共
非
番
二
者
可
罷
出
候
、
且
上
野
・
増
上
寺
御
参
詣
之
節
御
門
番
当
番
者
御
門
江
相
詰
候
得
共
、
非
番
二
候
ハ
ヽ
‘

豫
参
・
行
列
可
罷
出
、
三
御
番
所
・
外
櫻
田
御
番
所
非
番
二
候
共
豫
参
・
行
列
不
罷
出
、
為

ち
な
み
に
後
述
す
る
が
、
幕
末
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
申
合
帳
に
お
い
て
も
こ
の
条
文
を
改
編
し
た
も
の
が
一
条
目
と

な
っ
て
い
る
。
「
留
」
の
但
書
は
「
申
合
書
付
」
七
条
目
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
「
一

候
者
詰
日
相
勤
可
申
事
」

(55)
と
さ
れ
、
こ
の
条
文
が
そ
の
ま
ま
但
書
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

火
之
番
防
相
勤
候
節
、
上
野
・
増
上
寺
、
紅
葉
山
御
参
詣
之
時
、
行
列
・
豫
参
不
罷
出
、
為

防
相
勤
候
も
の
上
野
・
増
上
寺

御
目
見
致
出
仕
、
遠

御
目
見
致
出
仕
、
紅
葉
山
御

「
申
合
書
付
」
で
は
火
之
番
と
防
を
と
も
に
扱
っ
て
お
り
、
ま
た
上
野
・
増
上
寺
、
紅
葉
山
の
い
ず
れ
に
対
し
て
も
が
一
定
の
対
応
を

と
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
表
2
で
示
す
と
お
り
、
両
申
合
帳
間
に
お
い
て
対
応
に
差
が
生
じ
て
い
る
。
唯
一
継
承
し
て
い
る
の
は
上
野
・

増
上
寺
参
詣
時
に
お
け
る
火
之
番
当
番
時
の
対
応
で
あ
る
。
紅
葉
山
参
詣
で
も
御
目
見
と
し
て
出
仕
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
そ
れ

つ
づ
い
て
は
「
申
合
書
付
」
三
条
目
と
「
留
」
三
条
目
で
あ
る
。

、土

追

御
成
之
節
門
前
通
御
二
而
茂
詰
日
相
当

但
門
前
通
御
之
節
者
致
在
宿
、
遠

御
成
二
者
門
前
通
御
二
而
茂
詰
日
相
勤
候
事

(54)

御
目
見
致
出
仕
候
事

御
参
詣
之
節
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表2 「申合書付」と「留」での紅葉山・上野増上寺参詣時の対応比較

~::::~ 合留」 1 筐野増I-'::~見l~E. ご：見
「申合書付」（「牧野家幕府役職詰席等関係資料」江戸東京博物館蔵）、「雁之間被仰合留」

（東北大学狩野文庫蔵、紀伊国屋書店マイクロフィルム版）により作成

J

の
両
条
も
ま
た
内
容
と
し
て
は
同
じ
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

一
三
条
目
を
見
て
み
よ
う
。

御
礼
無
之
十
五
日
・
廿
八
日
或
者
不
時
御
礼
衆
等
有
之
、
何
茂
罷
出
候
節
ハ
、
火
之
番
相
勤
候
共
致
登

御
礼
無
之
十
五
日
・
廿
八
日
或
者
不
時
御
礼
衆
等
有
之
、
何
茂
罷
出
候
節
者
、
火
之
番
防
相
勤
候
共

城
候
事

(59)

こ
こ
で
は
わ
ず
か
に
一
字
が
異
な
る
の
み
で
「
申
合
書
付
」
が
火
之
番
の
み
の
条
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
留
」

は
火
之
番
と
防
を
対
象
範
囲
と
し
て
い
る
。
本
条
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

―
一
条
目
及
び
「
留
」

御
曲
輪
内
出
火
之
節
為
伺
御
機
嫌
致
登

翌
日
為
伺
御
機
嫌
可
致
登

二
可
応
候
事

(60)

御
曲
輪
内
出
火
之
節
為
伺
御
機
嫌
登

城
伺
御
機
嫌
入
申
哉
承
合
候
上
其
思
儀

合
可
相
伺
候
、
外
御
曲
輪
内
出
火
之
節
者
承
合
其
思
儀
二
可
応
候
事
」

(61)

で
は
こ
こ
で
詰
日
の
勤
め
に
関
す
る
条
文
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
「
申
合
書
付
」

の
二
箇
条
を
、
次
に
「
留
」
か
ら
二
五
条
目
・
ニ
八
条
目
の
同
じ
く
二
箇
条
を
引
用
す
る
。

助
詰
之
儀
部
屋
住
之
者
壱
人
、
家
督
之
者
壱
人
右
両
人
詰
之
節
、
不
快
等
二
而
詰
日
難
罷
出
候
ハ
ヽ
、
可

城
之
儀
区
々
二
相
成
耽
与
無
之
二
付
、
向
後
者
翌
日
出
仕
申

道
橋
内
、
半
蔵
門
御
外
、
糀
町
辺
出
火
之
節
翌
日
先
致
登

―
一
条
目
、

―
二
条
目

城
候
、
且
又
虎
之
御
門
内
、
鍛
冶
橋
・
数
寄
屋
橋
内
、
小
川
町
辺
、
水

城
候
程
合
之
儀
区
々
二
相
成
、
耽
与
無
之
候
付
、
向
後
者

次
に
「
申
合
書
付
」

一
五
条
目
を
比
較
し
た
い
。

致
登

さ
ら
に
は
「
申
合
書
付
」
八
条
目
と
「
留
」

よ
り
前
に
豫
参
を
勤
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
。

城
候
事

(58)
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

ら
か
一
方
が
不
快
等
で
詰
日
を
勤
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
差
替
、
助
詰
の
二
段
階
を
設
け
、

者
が
不
快
で
急
遠
登
城
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
助
詰
を
依
頼
し
、
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
大
目
付
へ
報
告
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
こ

れ
に
は
後
の
急
助
詰
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
条
件
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
留
」
で
も
不
快
時
に
お
け
る
差
替
を
優
先

さ
せ
る
こ
と
、
即
ち
助
詰
を
安
易
に
は
頼
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
、
二
つ
の
申
合
帳
に
わ
た
っ
て
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
と
い
え
よ
う
。
「
留
」
二
五
条
目
で
も
三
人
詰
に
お
い
て
一
人
が
出
仕
で
き
な
く
な
り
、
か
つ
相
詰
が
嫡
子
之
衆
で
あ
っ
た
場

と
が
わ
か
る
。
と
い
う
の
も
「
申
合
書
付
」

上
記
の
四
箇
条
か
ら
見
て
取
れ
る
の
は
、
双
方
の
申
合
帳
で
共
通
し
て
部
屋
住
之
者
（
嫡
子
之
衆
）
と
家
督
之
者
と
を
区
別
し
て
考

え
て
お
り
、
し
か
も
部
屋
住
之
者
は
詰
日
の
勤
め
を
行
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
家
督
之
者
に
準
じ
る
存
在
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ

―
一
条
目
に
お
い
て
は
部
屋
住
之
者
と
家
督
之
者
と
が
相
組
と
な
っ
た
と
き
、
そ
の
ど
ち

但
格
別
急
候
儀
者
部
屋
住
之
衆
よ
り
廻
状
被
差
出
候
様
申
談
置
候
事

(63)

家
督
之
者
・
部
屋
住
之
者
右
両
人
詰
之
節
家
督
之
者
差
掛
リ
不
快
二
而
登

大
目
付
江
申
聞
候
事

(62)

不
快
等
之
節
可
成
た
け
差
替
可
申
候
、
三
人
詰
合
者
壱
人
不
快
等
二
而
難
致
出
仕
節
者
頼
合
両
人
二
而
詰
日
相
済
候
得
共
、

相
詰
嫡
子
之
衆
斗
二
候
ハ
＼
差
替
或
者
助
立
家
督
之
も
の
可
致
出
仕
候
事

―
二
条
目
で
は
同
条
件
下
で
家
督
之

嫡
子
之
衆
与
両
人
詰
之
節
当
朝
二
至
リ
病
気
指
合
等
二
而
不
罷
出
節
者
、
家
督
之
助
先
江
申
遣
、
万
一
家
督
助
順
段
々
相
障

候
節
者
、
部
屋
住
之
助
先
江
相
戻
助
詰
可
申
遣
候
、
右
之
節
者
詰
日
部
屋
住
之
衆
両
人
二
相
成
候
、
其
節
若
大
目
付
衆
・
御

目
付
衆
達
有
之
候
者
、
其
日
詰
日
二
相
当
候
家
督
之
も
の
江
部
屋
住
之
衆
よ
り
被
申
越
、
家
督
之
者
よ
り
廻
状
差
出
候
事

相
成
丈
ハ
差
替
可
申
候
、
調
不
申
候
者
助
順
江
可
申
遣
候
事

城
無
之
節
、
助
詰
江
申
遣
シ
間
二
合
不
申
節
者
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な
る
。

但

詰
日
二
相
当
候
節
御
用
筋
二
而
登

合
は
家
督
之
者
に
よ
っ
て
差
替
か
助
詰
に
よ
っ
て
勤
め
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
「
留
」
二
八
条
目
で
も
嫡
子
之
衆
が
相
詰
と
な
っ

て
い
て
、
自
分
が
不
快
で
あ
っ
た
な
ら
助
詰
を
求
め
る
こ
と
を
定
め
（
「
申
合
書
付
」

の
助
先
に
依
頼
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
が
か
な
わ
な
け
れ
ば
、
部
屋
住
之
者
へ
依
頼
す
る
が
、
大
目
付
や
御
目
付
か
ら
の
伝
達
事

項
が
あ
れ
ば
そ
の
旨
を
欠
勤
中
の
家
督
之
者
の
本
詰
へ
伝
え
て
、
そ
の
本
詰
か
ら
廻
状
を
差
し
出
す
も
の
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
両
申
合
帳
が
通
用
さ
れ
て
い
た
期
間
に
お
い
て
は
部
屋
住
之
者
と
家
督
之
者
は
詰
日
の
勤
め
自
体
に
違
い
は
な
い
も
の
の
、
部
屋

住
之
者
だ
け
で
は
詰
日
を
勤
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
差
替
の
優
先
と
助
詰
依
頼
先
の
指
定
を
定
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
部
屋
住
之
者
は
家
督
を
継
い
で
い
る
状
況
に
な
い
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
部
屋
住
之
者
だ
け
で
詰
日
を
勤
め

る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
様
子
を
伺
え
る
一
文
と
し
て
以
下
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。

段
申
談
候

(64)

御
参
詣
之
節
部
屋
住
之
衆
豫
参
二
罷
出
、
家
督
之
者
壱
人
茂
豫
参
不
罷
出
候
、
此
以
後
又
候
、
家
督
之
者
一

御
座
候
付
向
後
当
日
詰
日
二
相
当
候
面
々
少
々
不
快
二
而
茂
押
而
罷
出
可
口
之

こ
こ
で
は
、
老
中
か
ら
の
沙
汰
を
受
け
る
に
は
家
督
之
者
が
あ
た
る
こ
と
が
相
応
し
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
三
人
詰
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
点
を
さ
ら
に
拾
っ
て
い
き
た
い
。
「
申
合
書
付
」

三
人
詰
よ
り
ハ
壱
人
不
快
等
二
而
難
罷
出
節
者
、
相
詰
江
頼
合
両
人
二
而
詰
日
相
済
可
申
事

城
之
節
者
助
相
立
可
申
候

(65)

三
人
詰
以
上
之
節
者
御
用
二
而
詰
日
不
罷
出
候
共
、
詰
日
之
者
両
人
有
之
候
ハ
ヽ
、
助
不
相
立
両
人
二
而
相
済
せ
可
申
候
、

三
人
詰
二
而
両
人
御
用
二
而
詰
日
不
罷
出
節
者
一
人
助
立
、
詰
日
両
人
二
而
相
済
せ
可
申
候
事

(66)

人
茂
不
罷
出
、
年
寄
衆
な
沙
汰
有
之
候
而
如
何

（
前
略
）
紅
葉
山

一
四
条
目
、
「
留
」
二
ニ
条
目
か
ら
の
引
用
と

―
二
条
目
と
同
様
）
、
し
か
も
ま
ず
は
家
督
之
者
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

但

が
大
目
付
か
ら
の
書
付
お
よ
び
口
達
の
扱
い
、

が
ヽ

一
五
条
目

―
つ
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
「
留
」
で
は
直
廻
状
で
の
伝
達

「
申
合
書
付
」
に
お
い
て
は
「
御
用
筋
」
に
お
け
る
詰
日
の
欠
員
に
つ
い
て
は
助
を
立
て
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
の
に
対
し
、
「
留
」
で

は
三
人
の
う
ち
一
人
が
「
御
用
」
で
欠
員
と
な
る
場
合
に
は
助
詰
を
必
要
と
せ
ず
、
三
人
の
う
ち
二
人
が
「
御
用
」
の
た
め
に
欠
員
と

な
っ
た
と
き
に
助
を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
「
御
用
」
に
対
す
る
「
助
詰
」
と
い
う
図
式
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る

一
方
で
「
留
」
に
お
い
て
は
両
人
さ
え
出
仕
し
て
い
れ
ば
た
と
え
「
御
用
」
で
の
欠
員
だ
っ
た
と
し
て
も
助
を
立
て
る
必
要
は
な

い
と
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
間
に
人
数
を
揃
え
る
こ
と
を
主
と
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
御
用
」
に
対
し
て
の
詰
衆
全

体
の
対
応
を
重
視
す
る
か
と
い
う
側
面
が
見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
詰
衆
、
と
り
わ
け
当
勤
之
衆
の
員
数
の
変
化
も
背

景
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
、
当
勤
之
衆
だ
け
で
の
比
較
は
難
し
い
も
の
の
、
詰
衆
総
数
の
年
代
別
の
増
減
を
み
て
み
る
と
「
留
」
が
出

た
こ
ろ
は
最
大
の
員
数
を
誇
っ
た
享
保
期
よ
り
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
は
寛
政
期
の
日
記
か
ら
勤
務
の
「
御
人
少
」
の
状
態

が
騒
が
れ
、
ま
た
補
填
機
能
と
し
て
の
急
助
詰
が
備
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
関
連
付
け
て
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
見
て
い
く
の
は
後
の
申
合
帳
に
お
い
て
「
通
達
事
」
部
門
に
配
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
構
造
的
に
捉
え
る
と
「
申
合
書
付
」
に

お
い
て
複
数
の
条
文
に
分
か
れ
て
い
た
も
の
が
「
留
」
で
―
つ
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
最
た
る
条
文
は
直
廻

状
に
よ
っ
て
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
「
申
合
書
付
」
中
の
一
五
、
一
七
、
一
八
、
一
九
、
二

0
条
目
は
ど
れ
も
直
廻
状
を
用
い
て
通
達
す
る

も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
が
「
留
」
に
な
る
と
―
つ
の
条
文
に
集
約
さ
れ
る
。

先
に
「
当
勤
之
衆
」
の
文
言
が
入
れ
ら
れ
指
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
「
申
合
害
付
」
の
条
文
を
細
か
く
見
て
い
く
と
、

一
七
条
目
で
は
廻
状
を
差
し
出
す
機
会
に
関
し
て
「
不
急
儀
」
で
あ
れ
ば
「
夜
二
入
廻

状
差
出
二
茂
及
間
敷
候
間
、
翌
日
差
出
」

(67)
す
こ
と
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
な
お
こ
の
一
七
条
目
に
は
但
書
が
あ
り
、
「
留
」
で
は

独
立
し
て
―
つ
の
条
文
を
形
成
す
る
に
至
る
。
二
箇
条
続
け
て
引
用
す
る
。

不
急
儀
廻
状
夜
二
入
致
到
来
候
者
留
置
、
翌
朝
廻
達
之
事
、
且
翌
日
出
仕
事
等
其
外
二
而
茂
急
候
儀
者
向
寄
々
々
両
人
宛
之
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「
留
」
で
は
「

但

品
二
よ
り
病
気
之
衆
江
茂
直
廻
状
之
事
⑳

名
当
二
致
し
廻
状
差
出
可
申
候
、
半
之
人
数
之
節
者
屋
敷
向
寄
之
方
江
書
加
、
長
病
之
者
井
詰
日
断
之
者
江
下
廻
状
可
申
遣

翌
日
出
仕
事
等
其
外
急
候
義
者
、
屋
敷
向
寄
両
三
人
宛
之
名
宛
二
而
直
廻
状
差
出
可
申
候
、
夜
二
入
侯
ハ
ヽ
、
到
来
刻
限
加

但
長
病
・
幼
少
之
衆
江
者
下
廻
状
差
出
候
事

(69)

ら
れ
た
と
き
（
た
だ
し
、
「
留
」
で
は
「
防
」
の
役
目
も
加
え
ら
れ
て
い
る
）

等
」
で
「
引
込
」
ん
だ
際
も
直
廻
状
を
用
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
五
箇
条
と
後
に
見
る
一
箇
条
が
集
約
さ
れ
以
下
の
条
文
を
構
え

る

(70)
。
「
留
」
の
条
文
に
「
申
合
書
付
」
の
該
当
条
文
の
番
号
を
付
記
し
て
み
る
（
傍
線
、
丸
囲
み
は
条
文
番
号
で
あ
り
筆
者
に
よ

衆
・
御
奏
者
番
衆
申
合
登

の
通
達
方
法
を
明
記
す
る
。
二

0
条
目
は
「
病
気
差
合

大
目
付
衆
御
書
付
被
相
渡
候
節
又
者
口
達
書
⑮
・
御
用
向
、
其
外
御
番
所
火
之
番
⑲
、
防
等
被
仰
付
候
節
⑲
、
且
高
家

城
之
儀
⑱
、
病
気
差
合
等
二
而
引
込
候
之
節
⑳
、
右
当
勤
之
衆
江
直
廻
状
差
出
可
申
候
、
不
急

儀
者
夜
二
入
廻
状
不
及
差
出
、
翌
日
差
出
可
申
候
、
順
達
も
夜
二
入
候
ハ
A

、
同
様
之
事
⑰

但
書
部
分
は
「
申
合
書
付
」
の
二
三
条
目
の
後
段
に
近
い
一
文
が
あ
り
、
「
（
前
略
）
格
別
重
キ
儀
者
格
状
二
而
詰
日
之
者
連
名
二
認

申
遣
候
、
其
節
ハ
病
気
・
幼
少
之
面
々
茂
直
廻
状
」
と
規
定
す
る

(71)
。
「
申
合
書
付
」
で
は
「
病
気
・
幼
少
」
を
一
括
で
扱
い
、

格
別
重
儀
者
幼
少
之
衆
江
茂
直
廻
状
、
在
邑
之
衆
江
者
詰
日
之
者
ヨ
リ
格
状
差
出
候
事
」

(72)
と
新
た
に
一
箇
条

を
設
け
て
、
幼
少
之
衆
と
在
邑
之
衆
へ
の
対
応
を
定
め
、
「
申
合
書
付
」
で
は
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
「
重
儀
」
の
「
在
邑
之
衆
」
へ

の
伝
達
方
法
と
し
て
「
格
状
」
を
明
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
に
関
連
し
て
「
留
」
三
四
条
目
に
お
い
て
「
一

る）。 一
八
条
目
は
「
高
家
衆
・
御
奏
者
番
衆
申
合
登
城
之
儀
」
に
つ
い
て
で
あ
り
、

ヘ
可
申
事

事

(68)

直
廻
状
差
出
候

一
九
条
目
に
は
御
用
向
や
御
番
所
火
之
番
を
命
じ
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

但 但 大
目
付
衆
な
年
寄
衆
病
気
差
合
等
二
而
登

在
邑
・
病
気
・
幼
少
之
面
々
江
者
下
廻
状
二
而
申
遣

(76)

大
目
付
衆
年
寄
衆
月
番
之
外
御
用
有
之
、
誰
殿
心
得
被
居
候
与
申
儀
、
且
病
気
差
合
等
二
而
登

候
旨
、
尤
見
廻
等
断
之
儀
、
宅
普
請
、
客
対
等
断
之
儀
、
拝
領
物
都
而
吹
聴
事
等
被
申
聞
候
之
節
、
下
手
紙
二
而
可
申
遣
事

在
邑
・
病
気
・
幼
少
之
衆
江
者
下
廻
状
差
出
候
得
共
、
月
番
心
得
之
儀
斗
者
下
手
紙
二
而
可
申
遣
事

(77)

以
上
の
よ
う
に
「
年
寄
衆
吹
聴
事
」
に
関
し
て
は
下
手
紙
と
し
、
在
邑
・
病
気
・
幼
少
へ
は
下
廻
状
と
し
て
い
る
点
は
両
申
合
帳
と

も
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
た
だ
「
留
」
の
但
書
に
お
い
て
「
月
番
心
得
」
に
限
っ
て
は
在
邑
・
病
気
・
幼
少
へ
も
下
手
紙
を
用
い

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
点
が
こ
こ
で
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
は
大
目
付
か
ら
の
通
達
事
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
が
、
御
目
付
か
ら
の
そ
れ
に
つ
い
て
も
両
申
合
は
定
め
て
お
り
、
「
申
合
書
付
」

城
無
之
月
番
誰
殿
被
相
勤

城
無
之
見
舞
等
断
候
段
被
申
聞
候
節
、
下
手
紙
二
而
申
遣
候
事

但
在
邑
・
病
気
・
幼
少
之
面
々
江
者
下
廻
状
二
而
申
遣
事

(75)

引
用
し
て
み
た
い
。

と
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

の
前
段
「

節
、
在
邑
・
病
気
・
幼
少
之
衆
江
者
下
廻
状
差
出
、
急
候
儀
者
下
手
紙
之
事
」
と
定
め
る

(73)
。
こ
れ
は
「
申
合
書
付
」
二
三
条
目

病
気
・
幼
少
・
在
邑
之
面
々
江
者
何
事
二
寄
ら
す
下
廻
状
二
而
可
申
遣
候
（
後
略
）
」
（
74
）
と
い
う
部
分
と
内
容
が
ほ

ぽ
一
致
し
て
お
り
、
「
留
」
に
お
い
て
新
た
に
「
急
候
儀
」
以
下
の
急
用
を
伝
え
る
場
合
の
手
段
に
つ
い
て
「
下
手
紙
」
を
用
い
る
こ

続
い
て
の
条
文
は
大
目
付
を
介
し
て
の
老
中
か
ら
の
通
知
の
伝
達
方
法
を
定
め
た
一
文
で
あ
る
。
両
申
合
に
お
い
て
対
応
に
大
き
な

違
い
は
な
い
が
、
「
申
合
書
付
」
の
二
箇
条
分
を
一
文
に
し
、
「
留
」
に
は
よ
り
具
体
的
な
例
示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
こ
こ
で

大
目
付
衆
合
年
寄
衆
吹
聴
事
等
都
而
自
分
事
二
而
被
申
聞
候
節
下
手
紙
二
而
可
申
達
事
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で
は
「
何
二
不
寄
下
廻
状
」
と
し

(78)
、
「
留
」
で
も
「
不
依
何
下
廻
状
」
と
変
わ
り
は
な
い
が
、
新
た
に
「
急
候
儀
者
下
手
紙
之

こ
れ
ま
で
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
「
申
合
書
付
」
か
ら
「
留
」

へ
の
過
程
に
お
い
て
通
達
事
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
急
候
儀
」

対
応
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
「
申
合
書
付
」
に
お
い
て
も
「
急
候
儀
」
の
文
言
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
る
が
、
「
留
」
で
は
よ
り
多
岐
に
わ
た
り
伝
達
速
度
に
気
遣
っ
て
い
た
様
子
も
伺
え
る
。
本
項
の
最
後
に
通
達
事
と
は
直

接
の
関
係
は
薄
い
が
何
度
が
出
て
き
た
「
在
邑
」
の
扱
い
に
つ
い
て
触
れ
た
条
文
を
紹
介
し
た
い
。
「
申
合
書
付
」
で
は
「
御
暇
出
候

以
後
者
在
邑
二
准
候
事
」

(80
）
と
あ
る
の
み
だ
が
、
「
留
」
に
な
る
と
「
一

二
准
候
事
」
（
81
）
と
し
在
邑
の
開
始
と
終
了
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
参
勤
の
御
礼
を
行
っ
た
か
と
い
う
点
と
御
暇
の

仰
付
を
受
け
た
か
と
い
う
点
が
在
邑
で
あ
る
か
ど
う
か
の
境
界
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
儀
礼
に
関
す
る
条

「
留
」
の
後
に
続
く
申
合
帳
で
あ
る
「
寛
政
元
覚
」
で
は
、
条
文
自
体
の
変
更
と
い
う
よ
り
、
急
助
詰
に
関
す
る
条
文
が
詰
日
・
助

詰
条
項
の
次
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、
順
番
が
整
理
し
直
さ
れ
た
よ
う
な
構
成
と
な
り
、
本
節
で
こ
れ
か
ら
扱
う
申
合
帳
の
順
番
に
近

い
も
の
が
あ
る
。
前
節
ま
で
の
ま
と
め
の
意
味
も
含
め
る
と
表
3
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
る
。

へ
の

仰
出
候
後
者
在
邑

文
化
期
以
降
の
申
合
帳
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
部
門
別
に
よ
る
配
列
が
表
れ
て
く
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
ひ
と

つ
は
「
同
席
申
合
覚
」

(82
）
と
表
題
が
つ
い
た
も
の
で
、
成
立
に
関
し
て
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
引
用
し
て
い
る
事
例
を
見
る
と
、

五
文
化
期
以
降
の
申
合
帳

項
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

事
」
と
い
う
一
文
が
加
え
ら
れ
て
い
る

(
7
9
)
0

参
勤
之
御
礼
不
申
上
前
井
御
暇
被
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

表3 寛政期以前の申合帳一覧

史料名 成立 詰日に関する特徴的な記述 摘要

「雁之間被仰付覚付 附商売往来」 延享～宝暦期頃 享保3年三人詰 前書に詰日起源

元文2年両人詰（御人少）

「申合〔元禄～宝暦期〕」 宝暦期頃 壱人詰許容

「古同席申合帳」 宝暦～明和期頃 差替：私的理由 部門別表記（後年に

助詰公的理由、不快 よるものか）

「申合書付」 明和期頃 部屋住と家督の区別

「明和九年壬辰九月十五日 従秋 明和9年 部屋住と家督の区別

元摂津守到来申合之覚」

「天明八申六月 雁之間詰申合控」 天明8年

「雁之間被仰合留」 天明 8年 11月、 急助詰新設 急助詰設置による改

追記分は寛政元年 訂

「寛政冗酉年 雁之間詰申合覚 寛政冗年 後の申合帳の順番に

八月」 近い

「雁之間被仰付覚付 附商売往来」「雁之間被仰合留」（東北大学狩野文庫蔵 紀伊国屋マイクロフィルム版）、

「申合〔元禄～宝暦期〕」（「水野家文書」 首都大学東京付属図書館蔵）、

「古 同席申合帳」「申合書付」「天明八申六月 雁之間詰申合控」「寛政元酉年雁之間詰申合党八月」（「牧野
家幕府役職詰席等関係資料』 江戸東京博物館蔵）

「明和九年壬辰九月十五B 従秋元摂津守到来申合之'.l'tJ(「常陸国土浦土屋家文醤」 国文学研究資料館蔵）
により作成

る
。
そ
れ
ら
は
③
「
遠

と
で
や
や
時
期
が
開
い
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
し
に
く
い
点
も
あ
る

が
、
天
保
期
以
降
の
も
の
を
境
に
明
ら
か
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
す
べ
て
の
部
門
が
一
律
に
増
加
し
て
い
る
様
子
は
な
く
、

こ
の
九
点
を
通
じ
て
増
減
の
幅
が
極
め
て
小
さ
い
部
門
も
存
在
し
て
い

御
成
」
⑤
「
通
達
事
」
⑦
「
不
快
之
節
取

次
に
条
文
数
に
注
目
す
る
と
、
文
化
期
の
申
合
帳
と
天
保
期
の
そ
れ

わ
れ
る
の
で
、
表
中
に
示
し
て
い
る
。

「
両
山
」
③
「
遠

明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
そ
の
条
文
を
示
す
に
あ
た
っ
て

根
拠
に
あ
げ
て
い
る
事
例
に
記
さ
れ
て
い
る
日
付
か
ら
、
そ
の
も
っ
と

も
新
し
い
も
の
を
拾
う
こ
と
で
便
宜
的
に
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
と
思

び
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
表
中
の
い
ず
れ
も
が
正
確
な
成
立
時
期
は
不

⑥
「
伺
御
機
嫌
」
⑦
「
不
快
之
節
取
斗
」
⑧
「
心
得
」
の
八
項
目
の
並

御
成
」
④
「
詰
日
・
助
・
急
助
」
⑤
「
通
達
事
」

通
し
て
い
る
の
が
、
そ
の
分
類
項
目
と
順
番
で
、
①
「
紅
葉
山
」
②

九
点
確
認
し
た
。

一
覧
に
し
た
も
の
が
次
の
表
4
で
あ
る
。
九
点
に
共

筆
者
は
こ
れ
を
含
め
、
こ
の
部
門
別
の
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
申
合
類
を

ら
、
文
化
期
頃
に
は
成
立
し
た
と
仮
定
し
た
い
。

も
っ
と
も
新
し
い
も
の
で
文
化
二
年
の
事
例
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
か
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表4 文化期以降申合帳における部門別条文数一覧

表題 成立 ①紅葉 ②両山 ③遠 ④詰日・ ⑤ iili達 ⑥伺御 ⑦不快之 ⑧心得 条文数 備考
山 御成 助・急助 事 機嫌 節取斗

申合帳A 寛政元年雁之間 寛政元年
7 8 2 16 8 5 

゜
13 59 

詰申合覚 ＝月 0789) 

申合帳 I 同席申合 文化2年

(1805) II 7 7 17 10 5 4 14 75 

以降

申合帳II ［紅薬山寛永寺増 文化3年 「出仕事」

上寺御参詣、遠御 (1806) 
10 7 7 17 10 5 4 14 74 

部門あり

成、詰日、通達当 以降

勤務瞥上］

申合帳m 〔申合） 文化8年

(I 81 I) II 7 11 17 ， 5 5 15 80 
以降

申合帳w 〔諸向勤方定） 文化8年

(1811) 13 7 10 17 JO 5 5 15 82 

以降

申合帳v 雁之間同席申合帳 天保9年 別段「詰日

(1838) 29 16 10 27 12 13 5 51 163 割方」 14

以降 条分あり

申合帳VI 雁之111l同席申合帳 天保9年 別段「詰日

(1838) 28 16 11 町 12 13 5 48 160 割方」 14

以降 条分あり

申合帳VII 申合 弘化3年

(1846) 31 18 10 28 12 16 5 (71) (191) 

以降

申合帳VIII 雁席申合帳 嘉永冗年 別段「詰日

(1848) 33 18 11 30 12 17 5 (86) (212) 割覚」 16

以降 条分あり

申合帳IX 雁席申合帳 万延元年

(1860) 33 18 II 26 12 17 5 56 178 

以降

（ ）内は枝番も含めた数

「牧野家幕府役職詰席等関係資料J江戸東京博物館蔵（申合帳A、11、V、VI、VIII、IX)、「水野家文書」首都大学東京図書館蔵（申
合帳I、m、W、VII)により作成。

る
こ
と
と
し
、
申
合
VI
を
例
に
し
て
論
を

の
比
較
に
つ
い
て
は
別
稿
の
機
会
を
設
け

に
し
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。
こ
の
九
点

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
出
し
部
分
を
一
覧

ま
た
表
中
の
申
合
帳
VI
に
は
目
録
が
付

る
申
合
帳
が
三
点
ほ
ど
あ
っ
た
。

割
助
順
覚
」
を
同
じ
く
巻
末
に
収
め
て
い

い
て
、
巻
末
に
収
録
さ
れ
て
い
た
「
詰
日

五
倍
と
続
く
。
ま
た
「
寛
政
元
覚
」
に
お

倍
、
④
「
詰
日
・
助
・
急
助
」
が
約

が
見
ら
れ
る
）
‘
②
「
両
山
」
が
約
ニ
・
五

（
た
だ
し
、
途
中
で
著
し
い
増
加
と
減
少

部
門
と
し
て
は
⑧
「
心
得
」
が
約
三
倍

と
い
え
る
。
逆
に
条
文
が
増
加
し
て
い
る

対
応
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
従
前
の
方
法
で
の

に
文
化
期
以
降
で
は
新
た
な
事
態
に
直
面

斗
」
の
三
部
門
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
で
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程ー詰衆を例として一

表5 史料VI「雁之閻同席申合帳」見出し一覧

部門 番号 表題

1 紅葉山大紋行列二而 御参詣之節御門番・防・火之番心得之事

2 
正月廿四日増上寺 御成大納言様紅葉山 御参詣之節紅葉山行列相勤候

面々退出之節 公方様還御二差掛リ候ハヽ、坂下御番所二而見合候事

3 
紅葉山行列之節、防・火之番・御門番之内合茂御目見二罷出候間、詰Hな

御目見二不及罷出、其外御目見二付、助立等心得之事

4 
同所 御参詣之節、豫参割合之内な両人致登 城居、 御目見之者俄不快

等二而出仕不致節ハ直二為助 御目見相勤候事

5 同所御参詣御延引被仰出候節之事

6 
同所 御参詣之節、行列豫参之方江罷出候者、御目見二罷出候内、当朝差

掛不快之時取斗方井御延引之節心得方之事

7 豫参難相勤、御用番江届書差出候節心得方之事

8 紅葉山・両山 御参詣之節向後ハ弥行列之儀井御供揃刻限於 殿中達之事

， 御三方様 御同参之節茂同様且御延引被 仰出候ハヽ、行列割替不申候之
事

10 
紅葉山・両山 御参詣之節、御門番之面々其外共御目見豫参断有無心得方

之事

11 右同断豫参断届心得之事

12 
同所 御参詣之節行列相勤候段大目付江申達候後差掛、 御目見之方江罷

出候節之事

13 
同所 御参詣之節行列・豫参 御目見共二当朝二至リ断多、差掛行列・豫

参合 御目見之方江出候節心得之事

紅葉山
14 同所 御参詣之節御人少之時罷出候者壱人二相成候節之事

同所井両山 御参詣之節 御目見行列・豫参割合之儀同席落合候節、詰日
15 
之者合当勤江直廻状差出方之事

16 
同所豫参之節不快二而御用番登 城過二相成、又ハ途中迄罷出不快之節取

斗之事

17 同所 御参詣後拝礼心得之事

18 
同所御参詣及殊更御延引被 仰出候節、坂下御門江出候同心を以御目付

合通達有之候事

19 御規式 御成之節雨天等二而御延引之時詰日之者壱人之節取斗方之事

20 
紅葉山・両山 御参詣被仰出前日、又ハ当朝御延引二而茂御目見之者

詰日相勤井前日助立二而茂助先之者直二詰日相勤候事

21 
右同断之節 御目見之方壱人二相成、御延引被 仰出候節御番所詰豫参・

行列な壱人詰日江可罷出候事

22 紅葉山之節服稿等二而不罷出候節之事

23 
紅葉山豫参相勤候硼、坂下御門大番所江相揃、紅葉山江罷出候程合之儀、

御小人目付案内有之筈之事

24 紅葉山 御宮江右大将様斗御参詣之節漁参相勤不申事

25 
紅葉山 御宮江大紋行列二而 内府様斗御参詣之節御門番・防・火之番

手明之者井詰日之者心得方之事

26 大納言様同所 御参詣之節勤方之事

27 （紅葉山 御宮江御同参之節・)※目録上記載なし。筆者による追加。

28 
（紅葉山御宮惣御霊屋江公方様御参詣還御後…）※目録上記載

なし。筆者による追加。
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事例引用年

天明8年

文化7年

文化8年

天保4年

寛政3年

天明 5年

天保6年

文政3年

寛政 12年

寛政 1年

寛政2年

早和 2年

文化3年

文化8年

文政3年

文政2年

文政9年

文政 13年

天保4年

文政 13年



1 
両山 御参詣之節行列・豫参共御門番之当番、大手・内櫻田・西丸大手・ 天明 7年、

外櫻田御門番勤方井 御目見之方不快等之節心得方之事 文政11年

2 両山 御参詣御延引之節、通達心得之事 文政3年

3 両山 御参詣之節豫参・行列難相勤時届方之事

4 御門番之面々御番所江相詰候分、豫参断不及候事 文政3年

5 両山 御参詣之節御門番・火之番、 御目見・豫参断届方之事 寛政 12年

6 
両山 御参詣之節行列相勤候段大目付江申達候後、差掛御目見之方江罷

出候節之事

7 
両山 御参詣之節御役場持多、御人少二而 御目見之方壱人二相成候節之 寛政2年

事

8 
同断御人少二而三人二相成、行列・豫参之方壱人之節、若其者病気之節之 文政 11年

両山 事， 両山 御参詣之節行列・ 豫参割合差出方心得之事 文政5年

10 
内府様両山 御参詣之節嫡子之衆豫参不相勤候事 早保 12年、

文政 12年

11 内府様同断 御参詣之節雁之間四品二而豫参相勤候事 文政 12年

12 両山 御参詣後拝礼心得之事 寛政3年

13 安国殿 御参詣之節詰日之者心得之事 文化 11年

14 内府様両山 御参詣之節豫参相勤候事 文政 12年

15 
内府様両山 御参詣之節門前 通御、或者不快等二而詰日罷出候者無之節 文政 12年

之事

16 内府様両山 御参詣之節豫参断多二而壱人茂無之洵、届取斗之儀心得之事 天保2年

1 遠 御成之節詰日井廻勤等心得之事 文化2年

2 防之者急助心得日 御成有之節之事

3 西丸様御成之節火之番・防同断心得之事 安永6年

4 御礼無之朔望、廿八日遠 御成之節之事 寛政10年

5 同断吹上江御成、田安殿江 御立寄之節心得之事 文化3年

遠御成
6 御礼無之廿八日 御成御延引被 仰出承候節之事 文化3年

遠 御成之節門前御場所二相成、或ハ門前屋敷脇 通御之節、詰日二当候 文政8年
7 
者心得之事

8 一橋外明地御成井箱崎田安殿江御立寄之節之事， 昼九時より御供揃二而 御成之節防之者廻勤心得之事 寛政5年

10 西丸様遠 御成之節、詰日之者御門番二而助立心得之事 文化8年

11 右同断詰日二当、助立時刻之事 文化8年

1 ＝人詰以上居残心得之事

2 両人詰之節壱人差掛リ不快之節之事

3 火之番・御門番之者詰日之節御曲輪内出火心得之事 天明8年

4 防・火之番御番所相詰候者急助持之日出火有之致出馬候節之事

5 
火之番御門番之面々出仕日之当暁出火二而持場江相詰候而茂登 城刻限半 天保4年

時前引取候ハヽ、可致出仕候事

6 助詰申来候時不快二而難相勤、流し候節之事

7 両人詰致差替候節之事

8 詰日之者従前H不快之節差替申遣候節心得之事， 右同断両人詰二而今壱人之者是又差支候節急助之者心得之事
10 助立二相成、助先之者不快二而流し候節之事

11 急助日心得之事

12 急助日心得日御用 召之節心得之事
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13 右同断之日紅葉山・両山 御参詣之節之事

詰日・助・ 14 急助心得之節一統出仕日不快之節之事

急助 15 急助心得日年寄衆登城前ハ格別、其外勤心得之事

16 急助相勤候節返詰心得之事

17 急助心得之者江差替頼申間鋪事

18 助詰相勤候節之事

19 名代事被相頼、助詰之儀申来候節心得之事 文化 13年

20 助詰之儀申来候節難去用向有之時心得方之事

21 
病気・差合等二而三人二相成候節之事 文政冗年、

文政6年

22 同断二而詰日相勤候者無之節之事 文政9年

23 当勤四人二而詰日三番致出仕候節之事 文政9年

24 壱人詰相成居、追而両人詰致し候節之事 文政 12年

25 
口 宣頂戴之H詰日二当り候節心得之事 文政10年、

天保9年

26 家督後詰日可相勤廻状差出、未詰日不相勤候以前一統出仕有之助心得之事 文政10年

27 詰日其外割合書付持出候節之事 天保4年

1 
大目付衆御書付被相渡、又者口達事、御用向其外御番所・火之番・防等被 寛政12年

仰付候節，病気・差合之時取斗方之事

2 格別重キ儀者病気・幼少江茂直廻状之事

3 年寄衆直達有之節之事 文政12年

4 都而同席江通達之節、嫡子之衆江茂通達之事

5 
大目付衆合年寄衆月番誰殿被相心得、病気・差合等二而登 城無之節、下

通達事
手紙・下廻状差出方之事

6 御目付合達事下廻状・下手紙差出方之事

7 参勤御礼不申上候以前、御暇被 仰出候後心得之事

8 御曲輪内出火井初雪之節伺御機嫌心得之事， 土用入・寒入御法事其外伺御機嫌心得井直廻状・下手紙差出方之事
10 芸術 上覧有之大目付な詰H之者江被申聞候節之事 享和2年

11 着服分リ兼候節、前日大目付江問合通達之事 文政3年

12 年寄衆早メ登 城之節前日廻状差出方之事 文政4年

1 御曲輪内出火之節伺御機嫌登 城之上取斗之事

2 御曲輪近辺出火有之出仕時刻過、消火無之節之事 文政7年

3 御曲輪内出火之節翌日為伺御機嫌出仕之事 文政11年

4 御曲輪近辺出火二而老衆登 城有之節之事

5 御二家・御二卿方屋鋪焼失之節之事

6 御守殿井御住居有之、屋鋪焼失登 城有之節之事

伺御機嫌
7 両山内出火登城有之節之事 文政12年
土用入・寒入御法事中、其外伺御機嫌高家衆・御奏者番衆・ 当衆申合候節
8 
之事， 初雪伺御機嫌ハ有無難相知候間、登 城之上取斗方之事
10 都而西丸江伺御機嫌出仕之儀心得之事

11 同席申合二而伺御機嫌登 城致候節不快等二而出仕不致候節之事

12 御法事伺御機嫌之節、年寄衆御挨拶有之節申上方之事 文政3年
13 御中陰中右同断、御挨拶有之節之事 文政10年
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1 参勤後病気又者快（ママ）致出勤当分詰日・助共断有之節之事

2 不快之節詰日五度迄ハ頼合可申、尤病気之模様二寄心得之事

不快取斗 3 病気二而引込候節二十日済候ハヽ、御用番江届方之事

4 一統出仕日不快二而届入候時、御用番登 城過与存候而茂届差出候事

5 不快二而詰日断候節、嫡子之衆江案内之事 文化 14年

1 年始御流時服初而頂戴之者廻勤等之事 天保4年

2 御謡初・玄猪初而之者翌朝御用番江斗為御礼相越候事 天保4年

3 御具足・嘉定 御誕生日御祝儀初而出仕之者御礼之事 天保4年

4 八朔初而之者心得之事 天保4年

5 御座席奉行名前出候者不致登 城候節御用番江断申達二不及候事 文化7年

6 右同断前日詰日之者より通達心得之事 文化13年

7 正月十四H着服心得之事 天明7年

8 初講釈心得之事， 都而名代事被相頼候者心得之事
10 御用二而被為 召候節寄場心得之事 安永4年

11 雁之間細廊下年寄衆被通候節心得之事

12 平日詰日其外一統出仕共年寄衆被出候前登 城候様申合之事 文化3年

13 芙蓉之間、竹之間御用有之候節心得之事 天明7年

14 
二月朔日公家衆 御対顔 御返答上野増上寺出、家中御礼等之節御目見致

し候心得之事

15 竹之間二而御饗応有之候節心得之事

16 竹之間御座席奉行相勤候節、御饗応中御挨拶筆頭二而申上候事 文化8年

17 同断之節御三家方御退散御送之事 文化8年

18 御能之節御座席奉行初而相勤候節心得之事 文政 12年

19 
御能見物之節御座席奉行江御礼心得之事 天保 3年、

天保4年

20 月次御礼後蘭人 御蔑之節心得之事

21 不時御礼之節蘭人 御党之節心得之事

22 右同断之節、山吹之間ー同御礼有之節心得之事 文政9年

23 御法事済二付日光准后、同新宮 御対顔之節心得之事 文政 12年

24 大納言様御本丸江被為 入候御定日之事 文化4年

心得
25 例月 右大将様御入之節夏御道具風入有之節之事 文政4年

26 大納言様御本丸江御定日被為 入候節詰合之時刻斗御目見罷出候心得之事 文化4年

27 大納言様御駕籠蛋又ハ西御縁より 御本丸江被為 入候節御目見之儀心得之事 文化4年

28 諸御礼首尾好申上候御礼於雁之間年寄衆江申上候節座順之事 文政3年

29 定式出仕日井西丸出仕日心得之事

30 都而出仕之儀二付御書付出候ハヽ、口達有之分出仕不致候節取斗之事

31 玄猪御祝俄頂戴之節心得之事

32 
御礼有之朔望・廿八日初而登 城之者、西丸江茂登（ママ） 享和 2年、

天保8年

33 
初而若菜御祝儀申上候節井上巳・端午・重陽初而之節御礼謁直勤等之事 文政11年、

天保4年

34 嘉定御祝儀頂戴席井心得方之事 文化 12年

35 大坂加番御暇井帰府御礼申上候節対客御礼之事 天保4年

36 参勤・御暇其外都而席御礼有之節御用番対客江罷出不及候事 文化 11年

37 参勤御礼願書進達之節伺御機嫌心得之事 文化 11年

38 外御礼願書進達之節伺御機嫌二不及候事 文化 11年
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39 紅葉山・両山 御成之節被仰出無之時ハ廻状不差出申合之事

40 七月十四日紅葉山豫参之節自拝相済候ハヽ、辺中両山参詣二不及候事

41 大納言様表 出御無之節、通達有無心得之事

42 
三大手其外所々御門番当番式H 御成布之御番所江相詰候二付、御用番江御届申

達不致出仕候節、詰日二当候而茂助立二不及心得之事

43 
御礼無之朔望、廿八日 西丸様遠 御成御延引被仰出候節、御門番其外出仕心

得之事

44 式日其外都而ー同出仕之内、詰日当侯詢、御用 召当之節

45 御内書御渡之日詰日之者麻上下之侭登 城、中之ロニ而着替候事

46 右同断一統出仕日之節之事

47 在府中御礼有之候朔望、廿八日登 城之節之事

48 
供立之儀作法宜様二と前々6度々被 仰出義有之二付、猶又厳重可申付旨申合之

事

「雁之間同席申合帳」（「牧野家幕府役職詰席等関係資料j 江戸東京博物館蔵）により作成

表6 史料VI「雁之間同席申合帳」における引用事例時期

文化 14年

天保4年

文化10年

天保4年

文政3年

文政12年

天保6年

天保6年

文政12年

①紅葉山 ②両山 ③遠御成
④詰日・

⑤通達事
⑥伺御機 ⑦不快之

⑧心得 計
助・急助 嫌 節取斗

文化8年以前 11 6 8 1 2 

゜゜
11 39 

文化9-14年

゜
1 

゜
1 

゜゜゜
7 ， 

文政年間 6 6 1 6 3 5 1 ， 37 
天保年間以降 3 1 

゜
2 

゜゜゜
10 16 

不明 8 2 2 17 7 8 4 11 59 

計 28 16 11 27 12 13 5 48 160 

「雁之間同席申合帳」（「牧野家都府役職詰席等関係資料」 江戸東京博物館蔵）により作成

期時はがいの能難困でいい表のい き ⑥ る 進
＾新る事と きたた 6 事例 る表たー① め
に→ た点例思なる事項めで 事中い伺~御 → て
詰麗にでをわ事例 事 であを例に゜ 紅い
衆ー加えあ根拠れ 項‘ある根拠 のは 葉き
の る ると‘つる゜ 年を 条 山た
合申をら°とてしもま＾不と 文 一い
除れ天し＿てしりお明し記併を ⑧ ② ゜
類さて保てごとくはそとて 記 ----, ----, ま
の い期い'-らは敢らしぃし載す 心両ず
条微るのるかぇ年次 えくてるた 門山は
文増こ事条らら てはいか゜る -こ
がとと例も文見れを年次 ‘るをこに に④ の
増なが がえて明 従来の値数れあ つ 頃
ぇるわ合二ていらを は をた いこロロ に
てこかわ割くたか示よ事例 でもつ て 日条文
いとるせ以るとにさり 示とて 順番 ． 
きか゜る上ののすずと規定のしに根拠 が
‘らことをは判断 る 引たど に助増
幕末 ‘れ約占文 こもさ用ものと 見急ぇ
こ以三め政がと共有 れがの期し て て
にの降割て期可が てなが間て い芭ぃ
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至
っ
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
文
久
・
慶
応
期
の
詰
衆
の
日
記
に
残
さ
れ
た
記
録
を
紹
介
し
た
い
。

候
事

(83)

一
際
取
締
不
申
候
与
不
相
成
義
二
付
、
万
時
質
素
第
―
二
心
懸
候
之
様
致
し
度
与
申
合

こ
れ
は
、
文
久
期
に
お
い
て
詰
衆
間
で
廻
達
さ
れ
た
覚
書
か
ら
の
一
文
で
あ
る
。
「
近
来
取
締
向
相
弛
候
趣
」
の
た
め
に
話
し
合
い

が
も
た
れ
、
「
申
合
帳
心
得
之
部
末
江
銘
々
様
御
留
被
置
候
様
」
に
と
通
達
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
あ
る
「
雁
之
間
席
之
儀
ハ

他
席
与
ハ
訳
違
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
後
に
も
老
中
に
対
す
る
参
勤
交
代
に
か
か
わ

る
願
書
に
も
「
当
御
時
勢
柄
江
戸
表
手
薄
二
相
成
候
様
二
而
者
甚
心
配
仕
候
、
当
席
之
儀
者
外
席
共
違
、
御
場
所
柄
も
相
勤
候
事
故
席

柄
之
廉
を
以
（
中
略
）
御
奉
公
仕
度
」

(84)
と
し
、
他
席
の
大
名
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
内
部
に
も
外
部
に
も
示
す
こ
と

で
自
ら
の
存
在
を
誇
示
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
昇
進
ル
ー
ト
の
出
発
点
と
し
て
の
衿
持
と
も
い
え
る
も
の
で
も
あ
ろ

本
稿
で
は
、
詰
衆
内
で
共
有
さ
れ
て
い
た
申
合
帳
を
編
年
的
に
見
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
勤
め
を
全
う
す
る
た
め
、
時
代
に
合
わ
せ

て
改
編
し
て
い
た
様
子
が
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
お
お
よ
そ
本
稿
で
取
り
上
げ
た
申
合
帳
を
ま
と
め
る
と
前
掲
表
3
及
び

4
の

と
お
り
で
あ
る
。
改
め
て
触
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
平

H
も
交
代
で
勤
務
す
る
と
い
う
独
自
の
姿
を
は
じ
め
、
長
期
に
わ
た
っ
て
そ
の

活
動
を
途
絶
え
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
合
議
の
も
と
で
定
め
ら
れ
た
決
ま
り
事
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
も
の
と
い
え

゜
、つ

雁
之
間
席
之
儀
ハ
他
席
与
ハ
訳
違
、

お
わ
り
に
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

(
l
)
松
尾
美
恵
子
「
雁
之
間
詰
大
名
の
江
戸
勤
め
」
（
『
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
二
号
）
―

1
0
0
六
年

(
2
)
拙
著
「
詰
衆
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
（
『
国
士
館
史
学
』
第
一
―
号
）
二

0
0
五
年
、
「
宝
暦
期
詰
衆
の
「
詰
日
」
と
「
外
勤
」
」
（
『
国
士
館
史
学
＂

第
一
七
号
）
二

0
一
三
年
、
「
江
戸
城
輪
番
勤
務
者
の
登
城
日
数
に
関
す
る
数
量
的
考
察
」
（
『
国
士
館
史
学
』
第
ニ
―
号
）
二

0
一
七
年

(
3
)
「
申
合
帳
」
の
名
称
に
つ
い
て
は
「
雁
席
申
合
帳
」
「
覚
」
な
ど
、
内
容
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
も
区
々
で
あ
り
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
詰
衆
の

日
記
中
で
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
申
合
帳
」
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

(
4
)
「
日
記
」
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(
5
)
詰
日
之
衆
と
は
詰
日
の
勤
め
に
あ
た
る
者
の
こ
と
で
、
詰
日
之
者
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

(
6
)
前
掲
註

(
4
)

(
7
)
前
掲
註

(
2
)

(
8
)
前
掲
註

(
l
)

(
9
)
「
雁
之
間

H
記
乾
」
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(10)
「
雁
之
間
日
記
坤
」
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(11)
前
掲
註

(
9
)
(
1
0
)

(12)
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
、
紀
伊
国
屋
書
店
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付
附
商
売
往
来
」
、
前
掲
註

(12)

(14)
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
絹
年
集
成
』
東
洋
書
林

(15)
前
掲
註

(12)
（13)

(16)
『
水
野
家
文
書
』
首
都
大
学
東
京
図
書
館
蔵

王`―-＝ロ
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

よ
う
。
度
々
述
べ
て
い
る
が
、
文
政
期
以
降
に
申
合
の
条
文
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
く
点
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
と
し
、
別
稿
に
て
明
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附
商
売
往
来
」

附
商
売
往
来
」

附
商
売
往
来
」

附
商
売
往
来
」

(17)
「
申
合
〔
元
禄
ー
宝
暦
期
〕
」
、
前
掲
註

(13)

(18)
前
掲
註

(
1
)

(19)
「
勤
向
覚
日
記
」
（
『
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
』
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

(20)
前
掲
註

(16)

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(22)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(23)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(24)
前
掲
註

(
l
)
及
び
『
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
内
の
詰
衆
時
代
の
日
記
に
よ
る
。

(25)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(26)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(27)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(28)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(29)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(30)
前
掲
註

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付

(31)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(32)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(33)
前
掲
註

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付

(34)
前
掲
註

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付

(35)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(36)
前
掲
註

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付

(37)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(38)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(39)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」
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同席大名間における「申合帳」の変遷過程 一詰衆を例として一

附
商
売
往
来
」

(40)
前
掲
註

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付

(41)
前
掲
註

(21)
「
古
同
席
申
合
帳
」

(42)
前
掲
註

(13)
「
雁
之
間
被
仰
合
覚
付
附
商
売
往
来
」

(43)
「
明
和
九
壬
辰
年
九
月
十
五
日
従
秋
元
摂
津
守
到
来
申
合
之
覚
」
（
「
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
」
）
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵

(44)
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(45)
前
掲
註

(43)

(46)
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(47)
東
北
大
学
狩
野
文
庫
蔵
紀
伊
国
屋
書
店
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版

(48)
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
」
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(49)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(50)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(51)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(52)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(53)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(54)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(55)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(56)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(57)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(58)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(59)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(60)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(61)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(62)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」
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(63)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(64)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(65)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(66)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(67)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(68)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(69)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(70)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(71)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(72)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(73)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(74)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(75)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(76)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(77)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(78)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(79)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(80)
前
掲
註

(47)
「
雁
之
間
被
仰
合
留
」

(81)
前
掲
註

(44)
「
申
合
書
付
」

(82)
「
申
合
」
（
『
水
野
家
文
書
』
首
都
大
学
東
京
図
書
館
蔵
）

(83)
「
日
記
文
久
元
年
五
月
二
十
七
日
よ
り
」
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵

(84)
「
日
記
慶
応
元
年
五
月
二
十
五
日
よ
り
」
（
『
牧
野
家
幕
府
役
職
詰
席
等
関
係
資
料
』
）
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
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